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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】異なる持続時間の送信時間間隔（ＴＴＩ）を使
用する通信をサポートするシステムにおけるハイブリッ
ド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを含む、ワ
イヤレス通信方法、装置及びコンピュータ読取可能な媒
体を提供する。
【解決手段】基地局１０５－ａは、システムにおいてサ
ポートされる他のＴＴＩと比べて、より短い持続時間の
ＴＴＩを使用する送信に対してＨＡＲＱフィードバック
を提供するユーザ機器（ＵＥ）１１５－ａの能力を識別
し、ＵＥの能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを
選択し、選択されたＨＡＲＱタイミングモードをＵＥに
示し、低減されたＴＴＩを使用して１つまたは複数のデ
ータ送信をＵＥに送信する。ＵＥは、ＨＡＲＱタイミン
グモードに基づいて、ＨＡＲＱフィードバックで応答す
る。ＨＡＲＱタイミングモードは、ＴＴＩ内のデータ送
信のロケーションに基づくまたは他のＴＴＩでのデータ
送信に対する異なる応答時間に基づく。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少なく
とも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分内にあり
、前記第２のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分内にある
、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＨＡＲＱフィード
バックメッセージと、前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは異なる第２のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージとを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの最初の部分は、
　２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）フォーマット、
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの前記後半部分と前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの前記最初の部分との間でのビットの分割、
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　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージおよび前記第２のＨＡＲＱフィードバッ
クメッセージの１つまたは複数のビットのジョイントコーディング、または、
　オーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なくと
も１つのパリティビットとの組合せ、
　あるいは、それらの任意の組合せ、
　のうちの少なくとも１つを使用して多重化される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥの前記１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示すインジケーションを基地局から受信すること
と、
　前記インジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信することと、こ
こにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、前記ＨＡＲＱタイミングモード要求に少
なくとも部分的に基づいて前記ＨＡＲＱタイミングモードのセットから選択される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に送信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に送信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてアップリンク（ＵＬ）制
御構成を識別することと、
　前記ＵＬ制御構成を示すインジケーションを前記ＵＥに送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の持続時間のＴＴＩを使用するＵＬ送信のための第１の物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースオフセットと、前記第２の持続時間のＴＴＩを使用する
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ＵＬ送信のための第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットとを識別すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、前記第１のＰＵＣＣＨリソースオフセッ
トとデルタ値とに少なくとも部分的に基づいて識別される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースオフセットまたは前記第２のＰＵＣＣＨリソースオフセ
ットは、ＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づいて識別される、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１５】
　ＵＬ送信のための前記１つまたは複数のリソースセットは、ＰＵＣＣＨフォーマットの
セットの各ＰＵＣＣＨフォーマットに関連付けられ、前記１つまたは複数のリソースセッ
トは各々、異なる基地局またはレイヤ３構成に関連付けられる、請求項１４に記載の方法
。
【請求項１６】
　前記第１の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第１のスケジューリングされたダウンリ
ンク（ＤＬ）送信インジケータと、前記第２の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第２の
スケジューリングされたＤＬ送信インジケータとを識別すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の持続時間は、１サブフレームの持続時間であり、前記第２の持続時間は、サ
ブフレームの１スロットの持続時間である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　ダウンリンク割当てインデックス（ＤＡＩ）を用いて前記第２の持続時間の送信のセッ
トを示すこと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して前記通信することは、共有チャネルまたは制
御チャネル上で実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、
　　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少な
くとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、
　　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと
　を前記装置に行わせる、装置。
【請求項２１】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少なく
とも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定するための手段と、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信するための手段と
　を備える装置。
【請求項２２】
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　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２
のＴＴＩは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡ
ＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備
える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信するための手段と、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持
続時間のＴＴＩの間に受信可能である、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２
のＴＴＩは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡ
ＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備え
る、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信するための手段と、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持
続時間のＴＴＩの間に受信可能である、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分内にあり
、前記第２のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分内にある
、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＨＡＲＱフィード
バックメッセージと、前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは異なる第２のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージとを備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの最初の部分は、
　　２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ）フォーマット、
　　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの前記後半部分と前記第２のＨＡＲＱ
フィードバックメッセージの前記最初の部分との間でのビットの分割、
　　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージおよび前記第２のＨＡＲＱフィードバ
ックメッセージの１つまたは複数のビットのジョイントコーディング、または、
　　オーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なく
とも１つのパリティビットとの組合せ、
　　あるいは、それらの任意の組合せ、
　のうちの少なくとも１つを使用して多重化される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ＵＥの前記１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信するため
の手段
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
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【請求項２８】
　ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示すインジケーションを基地局から受信するため
の手段と、
　前記インジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信するための手段
と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、前記ＨＡＲＱタイミングモード要
求に少なくとも部分的に基づいて前記ＨＡＲＱタイミングモードのセットから選択される
、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に送信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２
のＴＴＩは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡ
ＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備
える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信するための手段と、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持
続時間のＴＴＩの間に受信可能である、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一
時的なコンピュータ読取可能な媒体であって、前記コードは、
　　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少な
くとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、
　　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと
　を行うように実行可能な命令を備える、非一時的なコンピュータ読取可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本願は、２０１７年２月２８日に出願された「Hybrid Automatic Repeat Reques
t Timing for Reduced Transmission Time Intervals」と題する米国特許出願第１５／４
４４，８７５号および２０１６年３月３０日に出願された「Hybrid Automatic Repeat Re
quest Timing for Reduced Transmission Time Intervals」と題する米国仮特許出願第６
２／３１５，６０１号の優先権を主張し、それらの各々は、その譲受人に譲渡される。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]下記は一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、低減された送信時間間
隔（ＴＴＩ）のためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）タイミングに関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャスト、等の、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することで、複数のユーザとの通信をサポートする能力があり得る。こ
のような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周
波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムが含まれる。ワイヤレス多元接続通信システム
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は、各々ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれ得る複数の通信デバイスのための通信を各々が同時
にサポートする複数の基地局を含み得る。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電
気通信規格に採用されている。例となる電気通信規格は、ロングタームエボリューション
（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善し、コストを下げ、サ
ービスを向上し、新たなスペクトルを使用し、他のオープン規格とより良好に統合するよ
うに設計されている。ＬＴＥは、ダウンリンク（ＤＬ）上でＯＦＤＭＡを、アップリンク
（ＵＬ）上でシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を、そして多入力
多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用し得る。
【０００５】
　[0005]ＬＴＥシステムでは、ＵＥは、誤り訂正およびデータ送信を容易にするためにＨ
ＡＲＱフィードバック情報を送信し得る。しかしながら、ＨＡＲＱ処理プロシージャは、
ダウンリンク情報の受信からＨＡＲＱフィードバック送信までの間に遅延を生じさせ得る
。これらの遅延は、レイテンシの増加と、全体的なシステムパフォーマンスの減少を招き
得る。特定のＨＡＲＱプロシージャはまた、異なる持続時間のＴＴＩを使用する通信を考
慮に入れないであろう。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]基地局は、低レイテンシ送信に対してハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を
提供するユーザ機器（ＵＥ）の能力を識別し得る。基地局は、ＵＥの能力に基づいてＨＡ
ＲＱタイミングモードを選択し得、基地局は、選択されたＨＡＲＱタイミングモードをＵ
Ｅに示し得る。基地局は、システムによってサポートされる他のＴＴＩと比べて、低減さ
れた持続時間のＴＴＩを使用して、１つまたは複数の低レイテンシ送信をＵＥに送信し得
る。ＵＥは、ＨＡＲＱタイミングモードに基づいて、ＨＡＲＱフィードバックで応答し得
る。いくつかのケースでは、ＨＡＲＱタイミングモードは、異なる応答時間を有し得、こ
れは、他の送信に対するデータ送信のロケーションに基づき得る。
【０００７】
　[0007]第１の持続時間およびこの第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間
間隔（ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法が説明される。方
法は、第２の持続時間の送信時間間隔（ＴＴＩ）を使用した通信に応答してハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に少な
くとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、ＨＡＲＱタイミン
グモードを使用して通信することとを含み得る。
【０００８】
　[0008]第１の持続時間およびこの第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間
間隔（ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置が説明され
る。装置は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフィードバック
を提供するＵＥの１つまたは複数の能力に少なくとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミン
グモードを決定するための手段と、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信するための
手段とを含み得る。
【０００９】
　[0009]第１の持続時間およびこの第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間
間隔（ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置が
説明される。この装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、メ
モリに記憶された命令とを含み得る。命令は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に
応答してＨＡＲＱフィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に少なくとも部
分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、ＨＡＲＱタイミングモード
を使用して通信することとをプロセッサに行わせるように動作可能であり得る。
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【００１０】
　[0010]第１の持続時間およびこの第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間
間隔（ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶し
た非一時的なコンピュータ読取可能な媒体が説明される。非一時的なコンピュータ読取可
能な媒体は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフィードバック
を提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定する
ことと、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することとをプロセッサに行わせる命
令を含み得る。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ読取可能な媒体が説明される。
非一時的なコンピュータ読取可能な媒体は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応
答してＨＡＲＱフィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲ
Ｑタイミングモードを決定することと、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信するこ
ととをプロセッサに行わせる命令を含み得る。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴ
Ｂを第２のＴＴＩの間に受信することと、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各
々、第２の持続時間を有する、ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて
フィードバック時間期間を識別することと、ここで、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１
のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間
とを含み得る、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信すること、ここで、１
つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受
信される、という特徴、それらを行うための手段、またはそれらを行うための命令を含む
。
【００１３】
　[0013]いくつかの例では、通信することは、第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を
第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受信することと、ここで、第
１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間を有する、ＨＡＲＱタイミングモ
ードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間を識別することと、ここで、
ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答時間
に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、フィードバック時間期間の間に、第１のＴ
Ｂまたは第２のＴＢに関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセー
ジを送信することと、ここで、１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、
第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される、を含む。いくつかの例では、第１のＴＴＩは
、第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分（latter part）内にあり、第２の
ＴＴＩは、第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分（initial part）内にある
。追加的または代替的に、１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１
のＨＡＲＱフィードバックメッセージと、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは
異なる第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージとを含み得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの例では、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分（latt
er portion）および第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージの最初の部分（initial po
rtion）は、２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ）フォーマット、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分と第
２のＨＡＲＱフィードバックメッセージの最初の部分との間でのビットの分割、第１のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージおよび第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージの１つ
または複数のビットのジョイントコーディング（joint coding）、またはオーソゴナルカ
バーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なくとも１つのパリティ
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ビットとの組合せ、あるいは、それらの任意の組合せ、のうちの少なくとも１つを使用し
て多重化される。
【００１５】
　[0015]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、ＵＥの１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信すること
、という特徴、それを行うための手段、またはそれを行うための命令を含む。本明細書で
説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつかの例は、ＨＡＲＱ
タイミングモードのセットを示すインジケーションを基地局から受信することと、このイ
ンジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信すること、ここにおいて
、ＨＡＲＱタイミングモードは、ＨＡＲＱタイミングモード要求に少なくとも部分的に基
づいてＨＡＲＱタイミングモードのセットから選択される、という特徴、それらを行うた
めの手段、またはそれらを行うための命令を含む。
【００１６】
　[0016]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴ
Ｂを第２のＴＴＩの間に送信することと、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各
々、第２の持続時間を有する、ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて
フィードバック時間期間を識別することと、ここで、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１
のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間
とを備える、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付けら
れた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信すること、ここで、１つ
または複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受信
される、という特徴、それらを行うための手段、またはそれらを行うための命令を含む。
【００１７】
　[0017]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴ
Ｂを第２のＴＴＩの間に送信することと、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各
々、第２の持続時間を有する、ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて
フィードバック時間期間を識別することと、ここにおいて、ＨＡＲＱタイミングモードは
、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答
時間とを備える、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付
けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信すること、ここで、
１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に
受信される、という特徴、それらを行うための手段、またはそれらを行うための命令を含
む。
【００１８】
　[0018]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてアップリンク（ＵＬ
）制御構成を識別することと、ＵＬ制御構成を示すインジケーションをＵＥに送信するこ
と、という特徴、それらを行うための手段、またはそれらを行うための命令を含む。
【００１９】
　[0019]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、第１の持続時間のＴＴＩを使用するＵＬ送信のための第１の物理アップリンク
制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースオフセットと、第２の持続時間のＴＴＩを使用する
ＵＬ送信のための第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットとを識別すること、という特徴、
それを行うための手段、またはそれを行うための命令を含む。いくつかの例では、第２の
ＰＵＣＣＨリソースオフセットは、第１のＰＵＣＣＨリソースオフセットとデルタ値とに
少なくとも部分的に基づいて識別される。いくつかの例では、第１のＰＵＣＣＨリソース
オフセットまたは第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、ＰＵＣＣＨフォーマットに少
なくとも部分的に基づいて識別される。ＵＬ送信のための１つまたは複数のリソースセッ
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トは、ＰＵＣＣＨフォーマットのセットの各ＰＵＣＣＨフォーマットに関連付けられ得、
ここで、１つまたは複数のリソースセットは各々、異なる基地局またはレイヤ３構成に関
連付けられ得る。
【００２０】
　[0020]本明細書で説明される方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体のいくつ
かの例は、第１の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第１のスケジューリングされたダウ
ンリンク（ＤＬ）送信インジケータと、第２の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第２の
スケジューリングされたＤＬ送信インジケータとを識別すること、という特徴、それを行
うための手段、またはそれを行うための命令を含む。いくつかの例では、第１の持続時間
は、１サブフレームの持続時間であり、第２の持続時間は、サブフレームの１スロットの
持続時間である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】[0021]図１は、本開示の態様に係る、低減された送信時間間隔（ＴＴＩ）のため
のハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）タイミングをサポートするワイヤレス通信シス
テムの例を例示する。
【図２】[0022]図２は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】[0023]図３は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするキャリア構成の例を例示する。
【図４】[0024]図４は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするキャリア構成の例を例示する。
【図５】[0025]図５は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするキャリア構成の例を例示する。
【図６】[0026]図６は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするスロット構成の例を例示する。
【図７】[0027]図７は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするキャリア構成の例を例示する。
【図８】[0028]図８は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするシステムにおけるプロセスフローの例を例示する。
【図９】[0029]図９は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１０】図１０は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１１】図１１は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１２】[0030]図１２は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタ
イミングをサポートするＵＥを含むシステムのブロック図を例示する。
【図１３】[0031]図１３は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタ
イミングをサポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１４】[0032]図１４は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタ
イミングのための方法を例示する。
【図１５】図１５は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グのための方法を例示する。
【図１６】図１６は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グのための方法を例示する。
【図１７】図１７は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グのための方法を例示する。
【図１８】図１８は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グのための方法を例示する。
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【図１９】図１９は、本開示の態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミン
グのための方法を例示する。
【発明の詳細な説明】
【００２２】
　[0033]いくつかのワイヤレスシステムは、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間をサ
ポートし得、アップリンク（ＵＬ）送信およびダウンリンク（ＤＬ）送信に対して異なる
ＴＴＩ持続時間を使用し得る。例えば、基地局は、低減されたＴＴＩ（例えば、０．５ｍ
ｓの持続時間を有するスロットベースＴＴＩのような低レイテンシＴＴＩ）を使用してＤ
Ｌデータ送信を送信し得、ユーザ機器（ＵＥ）は、異なる（例えば、より長い）持続時間
のＴＴＩにおいてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィードバックまたは制御メッ
セージを使用する他のＵＬ制御情報で応答し得る。例えば、ＵＥは、レガシまたは非低レ
イテンシＵＬ送信（例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）サブフレーム（す
なわち、１ｍｓ）の持続時間を有するＴＴＩ）を使用してＨＡＲＱフィードバックを提供
し得る。
【００２３】
　[0034]低レイテンシＤＬ送信（例えば、０．５ｍｓの持続時間を有するＴＴＩ）を使用
することは、他の構成と比べて、低減されたＨＡＲＱ再送時間を可能にし得るが、ＨＡＲ
Ｑ応答のレイテンシ利益および効率は、ＵＥ能力に依存し得る。ゆえに、基地局は、ＵＥ
能力を識別し、それに応じてＨＡＲＱタイミングモードを選択し得る。このＨＡＲＱタイ
ミングモードは、他のＨＡＲＱタイミングモードと比べて、ＤＬ送信と関連ＨＡＲＱフィ
ードバックとの間の低減された応答時間を含み得る。いくつかのケースでは、応答時間は
、ＤＬ送信のロケーションに依存して異なり得る。例えば、スロット持続時間ＴＴＩ（sl
ot-duration TTI）（または、「スロットＴＴＩ」）がＤＬ送信に対して使用される場合
、ＤＬ送信の各トランスポートブロック（ＴＢ）は、サブフレーム中の第１のスロットま
たは第２のスロットのいずれかを使用して送られ得る。一方のスロットで送られるＴＢに
対するＨＡＲＱ応答時間は、他方のスロットで送られるＴＢに対する応答時間とは異なり
得る。
【００２４】
　[0035]例として、低レイテンシ物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の送信（
例えば、スロット持続時間ＴＴＩにマッピングされたＰＤＳＣＨ送信）により、ＨＡＲＱ
タイミングは、１サブフレームを占有するＰＤＳＣＨ送信と比べて、２スロットギャップ
または３スロットギャップに短縮されることができ得る。これにより、４ｍｓのＨＡＲＱ
再送ラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）が可能になり得、これは、レガシＬＴＥ動作と比べ
て、低減されたレイテンシを表す（例えば、ＬＴＥ ＨＡＲＱの以前のリリースにしたが
って動作するシステムは、８ｍｓＲＴＴを有し得、これは、非低レイテンシ送信に対して
使用され得る）。いくつかの例では、ＨＡＲＱタイミングは、３スロットギャップまたは
４スロットギャップに短縮され得、これにより、５ｍｓのＨＡＲＱ ＲＴＴが可能になり
得る。別の例では、以下でさらに詳細に説明するように、応答時間は、ＵＬ制御送信が時
間的にオフセットされる（すなわち、２つの重複したサブフレーム長のＵＬ制御送信とな
る）ように、ＤＬ送信に対して使用されるＴＴＩにかかわらず同じであり得る。別の例で
は、ＤＬスロットのためのＨＡＲＱタイミングは、１ｍｓ持続時間ＵＬ制御メッセージ（
例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）送信タイミングとアライン（align）され得るが、ＨＡＲＱ 
ＲＴＴは、６ｍｓ、すなわち、レガシ動作と比べて低減、であり得る。
【００２５】
　[0036]上で紹介した本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストで、以下
で説明される。本開示の追加の例が、低レイテンシＨＡＲＱフィードバックタイミングの
ためのアップリンクチャネルおよびダウンリンクチャネルの構成を参照して説明される。
本開示の態様はさらに、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングに関連する装置図
、システム図、およびフローチャートによって例示されるかまたそれらを参照して説明さ
れる。
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【００２６】
　[0037]本明細書で使用される場合、「低レイテンシ」および「低減されたレイテンシ」
という用語は、レガシシステムまたはレガシバージョンの規格にしたがった同様の動作よ
り少ない送信間のタイミング（例えば、ＲＴＴ）を指し得る。また、本明細書で使用され
る場合、「レガシ」は、当業者に知られているが、本明細書で説明される低減されたレイ
テンシ特徴を含まないタイミングおよび動作を有し得るＬＴＥの以前の通信技術またはリ
リースを指し得る。いくつかの例では、「非低レイテンシ」という用語は、レガシ動作お
よび低いまたは低減されたレイテンシ動作の両方をサポートするシステム、例えば、異な
る持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステム、におけるレガシ動作を説明
するために使用され得る。
【００２７】
　[0038]図１は、本開示の様々な態様に係る、ワイヤレス通信システム１００の例を例示
する。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワ
ーク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであ
り得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、レガシＨＡＲＱプロシー
ジャと比べて、低減されたＲＴＴを提供するモードを含む様々なＨＡＲＱタイミングモー
ドをサポートし得る。
【００２８】
　[0039]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に対
して通信カバレッジを提供し得る。ワイヤレス通信システム１００において示される通信
リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信または基地局１０５からＵＥ
１１５へのＤＬ送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体に散
在しており、各ＵＥ１１５は、固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、モバイル
局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末（ＡＴ）、ハンド
セット、ユーザエージェント、クライアントとも、または同様の専門用語でも呼ばれ得る
。ＵＥ１１５はまた、セルラ電話、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パーソナ
ルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、またはマシンタイプ通信（ＭＴ
Ｃ）デバイス、等であり得る。
【００２９】
　[0040]基地局１０５は、コアネットワーク１３０とおよび互いに通信し得る。例えば、
基地局１０５は、バックホールリンク（backhaul links）１３２（例えば、Ｓ１、等）を
通して、コアネットワーク１３０とインターフェース接続し得る。基地局１０５は、（例
えば、コアネットワーク１３０を通して）直接的にまたは間接的にのうちのいずれかで、
バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２、等）を介して互いに通信し得る。基地局１０
５は、ＵＥ１１５との通信のために無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、ま
たは基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局
１０５は、マクロセル、スモールセル、ホットスポット、または同様のものであり得る。
基地局１０５は、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５とも呼ばれ得る。
【００３０】
　[0041]ＬＴＥにおける時間インターバルは、基本時間単位の倍数で表され得る（例えば
、サンプリング期間Ｔｓ＝１／３０，７２０，０００秒）。時間リソースは、０から１０
２３までのシステムフレーム番号（ＳＦＮ）で識別され得る、１０ｍｓの長さの無線フレ
ーム（Ｔｆ＝３０７２００Ｔｓ）にしたがって編成され得る。各フレームは、０から９ま
での数字が振られた１０個の１ｍｓサブフレームを含み得る。サブフレームは、２つの０
．５ｍｓスロットへとさらに分割され得、これの各々は、（各シンボルにプリペンドされ
るサイクリックプレフィクス（ＣＰ）の長さに依存して）６つまたは７つの変調シンボル
期間を含む。ＣＰを除くと、各シンボルは、２０４８個のサンプル期間を含む。
【００３１】
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　[0042]いくつかのケースでは、サブフレームは、ＴＴＩとしても知られている、最小の
スケジューリング単位であり得る。他のケースでは、ＴＴＩは、サブフレームより短いか
、または（例えば、短いＴＴＩバーストにおいてまたは短いＴＴＩを使用する選択された
コンポーネントキャリア（ＣＣ）において）動的に選択され得る。システム１００は、異
なる持続時間（例えば、１ｍｓおよび０．５ｍｓ）のＴＴＩにしたがった通信をサポート
し得る。いくつかのケースでは、ＵＬ送信に対して使用されるＴＴＩ持続時間は、ＤＬ送
信に対して使用されるものとは異なり得る。例えば、１スロット（０．５ｍｓ）のＴＴＩ
が、ＤＬ送信に対して使用され得、１サブフレーム（１ｍｓ）のＴＴＩが、ＵＬ送信に対
して使用され得る。１ｍｓサブフレームは、ＬＴＥサブフレーム、ＬＴＥ ＴＴＩ、また
はレガシＴＴＩと呼ばれ得る。
【００３２】
　[0043]ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）は、データがワイヤレス通信リンク１２
５上で正確に受信されることを確実にする方法であり得る。ＨＡＲＱは、（例えば、ＣＲ
Ｃを使用した）誤り検出、前方誤り訂正（ＦＥＣ）、および再送（例えば、自動再送要求
（ＡＲＱ））の組合せを含み得る。ＨＡＲＱは、不良な（poor）無線状態（例えば、信号
対ノイズ状態）での媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤにおけるスループットを改善し得
る。増加的冗長ＨＡＲＱ（Incremental Redundancy HARQ）では、正確に受信されなかっ
たデータを成功裏に復号する総合的な可能性を高めるために、このデータは、バッファに
格納され、後続の送信と組み合わされ得る。いくつかのケースでは、冗長ビットが、送信
の前に各メッセージに加えられる。これは、不良な状態において有益であり得る。他のケ
ースでは、冗長ビットは、各送信に加えられるのではなく、元のメッセージの送信機が、
情報を復号しようとする試みの失敗を示す否定応答（ＮＡＣＫ）を受信した後に再送され
る。送信、応答、および再送のチェーンは、ＨＡＲＱプロセスと呼ばれ得る。いくつかの
ケースでは、限られた数のＨＡＲＱプロセスが、所与の通信リンク１２５に対して使用さ
れ得る。いくつかのケースでは、ＨＡＲＱタイミングは、低レイテンシ通信および非低レ
イテンシ通信に対して異なり得る。いくつかのケースでは、低レイテンシＨＡＲＱを使用
するとき、ＨＡＲＱプロセスの数は（例えば、８から１０以上の限界に）増加し得る。
【００３３】
　[0044]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、拡張コンポーネントキャ
リア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、より広い帯域幅、より短いシンボル持続時間、
より短いＴＴＩ（例えば、０．５ｍｓＴＴＩ）、または修正された制御チャネル構成（mo
dified control channel configuration）を含む１つまたは複数の特徴によって特徴付け
られ得る。いくつかのケースでは、ｅＣＣは、（例えば、複数のサービングセルが、準最
適なまたは非理想的なバックホールリンクを有するとき）キャリアアグリゲーション（Ｃ
Ａ）構成またはデュアル接続性構成に関連付けられ得る。ｅＣＣはまた、共有スペクトル
（１つより多くのオペレータが、このスペクトルを使用することを許可されている）また
はアンライセンススペクトルにおける使用のために構成され得る。広い帯域幅によって特
徴付けられるｅＣＣは、（例えば、電力を節約するために）限られた帯域幅を使用するこ
とを好むかまたは帯域幅全体をモニタする能力がないＵＥ１１５によって利用され得る１
つまたは複数のセグメントを含み得る。
【００３４】
　[0045]いくつかのケースでは、システム１００における、ｅＣＣのような１つまたはい
くつかのＣＣは、他のＣＣとは異なるシンボル持続時間を利用し得、これは、他のＣＣの
シンボル持続時間と比べて、低減されたシンボル持続時間の使用を含み得る。より短いシ
ンボル持続時間は、増大されたサブキャリア間隔に関連付けられ得る。ｅＣＣを利用する
ＵＥ１１５または基地局１０５のようなデバイスは、低減されたシンボル持続時間（例え
ば、１６．６７マイクロ秒）において（例えば、２０、４０、６０、８０ＭＨｚ、等の）
広帯域信号を送信し得る。ｅＣＣにおけるＴＴＩは、１つまたは複数のシンボルからなり
得る。いくつかのケースでは、ＴＴＩ持続時間（すなわち、ＴＴＩ中のシンボルの数）は
、可変であり得る。
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【００３５】
　[0046]基地局１０５は、低レイテンシ送信（例えば、システム１００によってサポート
される他のＴＴＩと比べて、低減された持続時間のＴＴＩ）のためのＨＡＲＱを提供する
ＵＥ能力を識別し得る。基地局は、この能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを選択
し、選択されたＨＡＲＱタイミングモードをＵＥ１１５に示し得る。次いで、基地局は、
１つまたは複数の低レイテンシデータ送信をＵＥ１１５に送信し得、ＵＥは、ＨＡＲＱタ
イミングモードに基づいて、ＨＡＲＱフィードバックで応答し得る。いくつかのケースで
は、ＨＡＲＱタイミングモードは、データ送信のロケーションに基づいて異なる応答時間
に基づき得る。他のケースでは、応答時間は、同じであり得る。
【００３６】
　[0047]図２は、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングのためのワイヤレス通信
システム２００の例を例示する。ワイヤレス通信システム２００は、基地局１０５－ａお
よびＵＥ１１５－ａを含み得、これらは、図１を参照して説明される対応するデバイスの
例であり得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム２００は、レガシＨＡＲＱプ
ロシージャと比べて、低減されたＲＴＴを提供するモードを含む様々なＨＡＲＱタイミン
グモードをサポートし得る。
【００３７】
　[0048]いくつかのシステムでは、ＤＬおよびＵＬ送信は、異なるＴＴＩ持続時間を（例
えば、ＤＬには０．５ｍｓ持続時間を、ＵＬには１ｍｓ持続時間を）有し得る。例えば、
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）あるいは両方は、より長いＵＬ ＴＴＩ２０５に基づき得、より短いＤＬ ＴＴ
Ｉ２１０を使用してＤＬ送信とともに使用され得る。いくつかのケースでは、単一の制御
チャネル（例えば、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ））は、低減されたＴＴ
Ｉ持続時間で複数のＤＬ送信をスケジューリングし得る（例えば、１サブフレーム中に２
つのスロットＴＴＩ送信がまとめてスケジューリングされ得る）。代替的に、低減された
ＴＴＩ送信は各々、異なる制御チャネルによってスケジューリングされ得る。
【００３８】
　[0049]より短いスケジューリングされたダウンリンクＴＴＩは、低減されたＵＬ ＨＡ
ＲＱタイミングを、そしてその後、トランスポートブロック（ＴＢ）の再送のためのラウ
ンドトリップ時間（ＲＴＴ）を可能にし得る。追加的に、短縮されたＴＴＩ持続時間の場
合、異なるＴＴＩでスケジューリングされるＴＢは、異なるＴＴＩを有するＤＬ送信のた
めの共通のＵＬ ＨＡＲＱ構成を容易にするために、異なるＵＬ ＨＡＲＱタイミングを有
し得る。
【００３９】
　[0050]いくつかの例では、異なる時点で発生する２つの異なる応答ＤＬ送信に適応する
（accommodate）ように、ＨＡＲＱタイミングモードが選択され得る。例えば、低レイテ
ンシＴＴＩを使用したＰＤＳＣＨのような低レイテンシＰＤＳＣＨの送信により、ＨＡＲ
Ｑタイミングは、２スロットギャップまたは３スロットギャップに短縮されることができ
得、これにより、４ｍｓのＨＡＲＱ再送ラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）が可能になり得
る。別の例では、ＨＡＲＱタイミングは、３スロットギャップまたは４スロットギャップ
に短縮され得、これにより、０．５ｍｓのＨＡＲＱ ＲＴＴが可能になり得る。別の例で
は、応答時間は、ＵＬ制御送信が時間的にオフセットされる（すなわち、２つの重複した
サブフレーム長のＵＬ制御送信となる）ように、送信時間にかかわらず同じであり得る。
さらに別の例では、ＤＬスロットのためのＨＡＲＱタイミングは、１ｍｓＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ送信タイミングとアラインし得るが、低レイテンシＨＡＲＱ ＲＴＴは、６ｍｓに低減
され得る。これらの例は、スロット長のＴＴＩおよび１ｍｓサブフレーム長のＴＴＩに基
づく構成を例示する。しかしながら、本明細書で説明される低レイテンシ利益を提供する
ために他のＴＴＩも用いられ得る。
【００４０】
　[0051]上で説明したように、ＨＡＲＱ応答に対して２スロットおよび３スロットタイミ
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ングの組合せを使用することは、４ｍｓ再送ＲＴＴをもたらし得る。例えば、サブフレー
ムの第１のスロット（例えば、スロット０）において送信されるＴＢは、３スロットＨＡ
ＲＱタイミングを有し得る。第２のスロット（例えば、スロット１）は、２スロットＨＡ
ＲＱタイミングを有し得る。この例では、１ｍｓＴＴＩのＵＬ送信のための各サブフレー
ム中のＰＵＣＣＨリソースは、制御チャネルによって４サブフレーム前に決定され得るが
、スロット長のＴＴＩのためのＰＵＣＣＨリソースは、制御チャネルによって２サブフレ
ーム前に決定され得る。
【００４１】
　[0052]別の例では、３スロットおよび４スロットタイミングの組合せを使用することは
、５ｍｓのＨＡＲＱ ＲＴＴをもたらし得る。この構成を使用するいくつかの例では、（
ＵＬはアラインされ得るが）ＤＬタイミングは、サブフレーム境界とアラインしないであ
ろう。すなわち、第１のＴＢは、あるサブフレームの後期部分において送信され得、第２
のＴＢは、次のサブフレームの最初の部分（the first part）において送信され得る。そ
のようなケースでは、サブフレームｎにおけるＰＵＣＣＨは、サブフレームｎ－３中の第
２のスロット（例えば、スロット１）について、および、サブフレームｎ－２中の第１の
スロット（例えば、スロット０）について、ＨＡＲＱを搬送し得る。すなわち、第１のス
ロット（例えば、第１のＤＬサブフレームのスロット１）は、４スロットＨＡＲＱタイミ
ングを有し得る。第２のスロット（例えば、第２のＤＬサブフレームのスロット０）は、
３スロットＨＡＲＱタイミングを有し得る。
【００４２】
　[0053]いくつかの例では、異なるスロットにおいて送信されるＤＬ ＴＢは、同じＨＡ
ＲＱ応答タイミングを有し得、これは、ずれたＰＵＣＣＨ応答をもたらし得る。例えば、
ずれたＰＵＣＣＨを有する３スロットＨＡＲＱタイミングは、４ｍｓＨＡＲＱ ＲＴＴを
もたらし得る。いくつかのケースでは、スロット長のＴＴＩは各々、異なる１ｍｓＴＴＩ
のＰＵＣＣＨに関連付けられ得る。連続したスロットＴＴＩ送信が発生する場合、２つの
連続したスロットＴＴＩ送信のためのＰＵＣＣＨは、（少なくとも、１つの重複したスロ
ット長の期間の間の）並列のＰＵＣＣＨ送信または修正されたＰＵＣＣＨ送信（例えば、
重複するスロット長の期間にわたって多重化された送信）をもたらし得る。例として、サ
ブフレームｎ中のスロット０のＰＤＳＣＨの場合、ＰＵＣＣＨは、サブフレームｎ＋２に
おいて送信され得、同じサブフレームｎ中の第２のスロット（すなわち、スロット１）に
おいて送信される低レイテンシＰＤＳＣＨの場合、ＰＵＣＣＨは、サブフレームｎ＋２の
スロット１およびサブフレームｎ＋３中のスロット０において送信され得る。
【００４３】
　[0054]別の例では、７スロットおよび８スロット応答タイミングの組合せを使用するこ
とは、６ｍｓの再送ＲＴＴをもたらし得る。このようなケースでは、スロットベースＤＬ
送信のためのＰＵＣＣＨは、同時に発生する１ｍｓベースＤＬ送信のＰＵＣＣＨ送信とア
ラインされ得る。しかしながら、低レイテンシＤＬ送信のための再送時間は、ＰＵＣＣＨ
から後続の再送までの間の時間期間を低減することで、レガシ動作と比べて、（例えば、
８ｍｓから６ｍｓに）低減され得る。
【００４４】
　[0055]本明細書で説明されるものを含む、低レイテンシＨＡＲＱスケジューリング技法
は、ＰＵＣＣＨリソース衝突の可能性を低減し得る。すなわち、衝突は、低レイテンシお
よび非低レイテンシＤＬ送信に対して同時に異なるＨＡＲＱ応答タイミングを使用するこ
とに起因し得る。例えば、衝突の可能性は、１ｍｓＴＴＩの場合にはサブフレームｎ－ｋ

１におけるＤＬ送信およびスロット長のＴＴＩの場合にはサブフレームｎ－ｋ２における
ＤＬ送信に対応する、サブフレームｎにおけるＰＵＣＣＨ送信からであり得る。例えば、
ｋ１＝４、ｋ２＝２である。一般に、ｋ１＞ｋ２であるため、基地局が、スロット長のＴ
ＴＩを適切にスケジューリングすることでＰＵＣＣＨリソース衝突を回避または最小化す
ることが可能であり得る。例えば、開始のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、１ｍｓおよ
び１スロットに対して別々に構成され得る。基地局１０５－ａは、２つの異なるＰＵＣＣ
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Ｈリソースプールが作成されることができるように、２つのＴＴＩに対して２つの異なる
オフセットを使用し得る。
【００４５】
　[0056]代替的に、スロット長のＴＴＩの場合、別のオフセットが、１ｍｓのために構成
されたオフセットの上に導入され得る。すなわち、第１のオフセットΔ１が１ｍｓのため
のものである場合、第２のオフセットΔ１＋Δ２が、１スロットに対して使用され得る。
リソースオフセットは、ＰＵＣＣＨフォーマットに依存し得、例えば、１つのリソースオ
フセットが各ＰＵＣＣＨフォーマットに対して別々に構成され得る。所与のＰＵＣＣＨフ
ォーマットの場合、２つ以上のリソースセットもまた使用され得る。これら２つ以上のリ
ソースセットのうちの１つの使用は、基地局スケジューリングごとであり得るか、レイヤ
３構成され（例えば、異なるサブフレームセットに適用可能であり）得る。
【００４６】
　[0057]ゆえに、ＤＬスロットＴＴＩに対して１ｍｓＰＵＣＣＨを使用すること（例えば
、低減された持続時間のＴＴＩを使用したＤＬ送信は、ＨＡＲＱタイミングおよび再送タ
イミングを低減し得る。いくつかのケースでは、非低レイテンシＨＡＲＱ（例えば、レガ
シＨＡＲＱ）が、好ましくないチャネル状態においてＵＥ１１５に対して使用され得るの
に対して、低レイテンシＨＡＲＱは、より好ましい状態において使用され得る。しかしな
がら、ＵＬ制御情報が１ｍｓＴＴＩを使用して送信しているとき、（例えば、比較的長い
伝播遅延により）比較的大きいタイミングアドバンスがＵＥ１１５－ａによって使用され
得、これは、ＨＡＲＱタイミングが短縮されている場合にＨＡＲＱタイムラインに間に合
わせる（meet）ことを困難にし得る。すなわち、低レイテンシ通信のためのＨＡＲＱタイ
ミングは、システム２００内での並列または同時のレガシＨＡＲＱ動作に適応するように
選択され得る。
【００４７】
　[0058]ゆえに、基地局１０５－ａは、１つよりも多くのＨＡＲＱタイミングオプション
をサポートし得、ＵＥ１１５－ａは、これらのタイミングオプションのうちの１つまたは
複数をサポートする能力を有し得る。例えば、ＵＥ１１５－ａは、例えば、ＵＥ１１５－
ａが他のＵＥ１１５と比べて処理電力を高めてある場合、低レイテンシＤＬ送信を可能に
するＨＡＲＱタイミングモードをサポートし得る。別のＵＥ１１５は、処理電力が制約さ
れている（例えば、マシンタイプ通信ＭＴＣデバイスである）場合、異なるタイミングモ
ードをサポートし得る。いくつかのケースでは、基地局１０５－ａは、ＨＡＲＱタイミン
グオプションをＵＥ１１５－ａに示し得、ＵＥ１１５－ａは、所望のＨＡＲＱタイミング
を要求し得る。
【００４８】
　[0059]スロット持続時間ＴＴＩを使用するＤＬ送信に対するＨＡＲＱフィードバックに
対して（低レイテンシＰＵＣＣＨの代わりに）１ｍｓ持続時間ＰＵＣＣＨを使用すること
は、このスロット持続時間ＴＴＩがどのようにスケジューリングされるかとも結びついて
いるであろう。例えば、スロット持続時間ＴＴＩでのＤＬ送信がマルチＴＴＩグラント（
multi-TTI grant）によってスケジューリングされる場合、ＨＡＲＱフィードバックを提
供するために１ｍｓ持続時間ＰＵＣＣＨが使用され得る。それ以外の場合、スロット持続
時間ＴＴＩを有するＰＵＣＣＨが使用され得る。しかしながら、いくつかのケースでは、
システム２００は、１ｍｓ持続時間ＰＵＣＣＨがより多くのまたは大半のシナリオで使用
される場合、より効率的に動作し得る。
【００４９】
　[0060]いくつかの例では、ダウンリンク割当てインデックス（ＤＡＩ）はまた、ＰＵＣ
ＣＨにおけるフィードバックに対していくつのスロット持続時間ＴＴＩ送信（例えば、１
つのキャリア内のまたは複数のキャリアにわたるスロット０だけ、スロット１だけ、また
は両方のスロット）がスケジューリングされるかを示すために使用され得る。ＤＡＩは、
スケジューリングされたＤＬ送信の数を、累積的にまたは合計でカウントし得る。追加的
または代替的に、ＨＡＲＱフィードバックは、１ｍｓ持続時間ＰＵＣＣＨにおいて提供さ
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れるフィードバックに対して本明細書で説明したのと同様のタイミングで１ｍｓ持続時間
ＰＵＳＣＨを使用して送られ得る。
【００５０】
　[0061]いくつかのケースでは、低レイテンシＨＡＲＱタイミングは、共同グラントに対
してＵＬスケジューリングまたはＨＡＲＱタイミングを含み得る。共同グラント動作がサ
ポートされている場合、ＵＬスケジューリング／ＨＡＲＱタイミングは、スロット０のタ
イミングに基づき得る。例えば、制御チャネルは、レガシＰＤＣＣＨまたは短縮されたＥ
ＰＤＣＣＨ（すなわち、ＥＰＤＣＣＨだけのスロット０）であり得、ここで、スケジュー
リングは、スロット０およびスロット１の両方に存在し得る。換言すると、１ｍｓ持続時
間ＰＵＣＣＨがＨＡＲＱフィードバックに対して使用される場合、スロット持続時間ＴＴ
ＩにおいてＰＵＳＣＨ送信をスケジューリングする制御チャネルは、スロット０に存在し
得る。そのようなケースでは、スロット１の低レイテンシＰＵＳＣＨ送信の場合、基地局
が、処理して、再送を実行するか否かを決定するのに１ｍｓかかり得る（ＤＬにあるよう
に何らかの緩和が可能であるが、必須とは限らない）。
【００５１】
　[0062]いくつかの例では、ＵＬサブフレームにおいて、低レイテンシＰＵＳＣＨおよび
１ｍｓＴＴＩのＰＵＳＣＨのためのスケジューリング決定は、異なるサブフレームにおい
てなされ得る。例えば、１ｍｓ持続時間ＴＴＩの場合、スケジューリング決定は、４ｍｓ
以前になされ得、スロット持続時間ＴＴＩの場合、スケジューリング決定は、２ｍｓ以前
になされ得る。そのようなスケジューリングは、リソースフラグメンテーションを回避す
るために、システムオペレータまたは基地局１０５－ａであり得る得る。追加的または代
替的に、２ｍｓスケジューリングもまた、１ｍｓ持続時間ＰＵＳＣＨに対して使用され得
る。
【００５２】
　[0063]いくつかのケースでは、ＨＡＲＱタイミングモードまたは予期されるＨＡＲＱタ
イミングが、動的または半静的スケジューリング（ＳＰＳ）トラフィックに適応するよう
に選択され得る。（同じＴＴＩの）動的スケジューリングおよびＳＰＳスケジューリング
が同じサブフレームにおいて発生する場合、動的スケジューリングが優先され得る。異な
るＴＴＩがサポートされる場合、第１のＴＴＩの動的スケジューリングは、同じサブフレ
ームにおける第２のＴＴＩのＳＰＳスケジューリングと衝突し得る。例えば、１ｍｓの動
的スケジューリングおよび１スロットのＳＰＳが存在し得る。そのようなケースでは、（
例えば、受信または送信のために）スロット持続時間ＴＴＩのＳＰＳがドロップされ得、
１ｍｓが優先され得る。いくつかの例では、ＤＬ送信のために１スロットの動的スケジュ
ーリングおよび１ｍｓのＳＰＳが存在し得る。そのようなケースでは、（例えば、スロッ
ト０データ送信をスケジューリングするか、または、スロット０およびスロット１両方の
データ送信のための）スロット持続時間ＴＴＩの動的制御チャネルがスロット０において
受信される場合、１ｍｓベースのＳＰＳがドロップされ得る。
【００５３】
　[0064]いくつかの例では、スロット持続時間ＴＴＩの動的制御チャネルがスロット１に
おいて受信される場合、ＵＥは、ＳＰＳをモニタすることとなるか否かを決定するために
、サブフレーム全体についての潜在的なＳＰＳトラフィックをバッファし得る（例えば、
基地局は、依然として、スロット０においてＳＰＳを送信し得るが、ＵＥは、それを復号
することを必要とされない可能性がある）。代替的に、１ｍｓのＳＰＳには、スロット１
においてスロット持続時間ＴＴＩの制御チャネルより高い優先度が与えられ得る。すなわ
ち、サブフレームがＵＬ送信のために１ｍｓのＳＰＳを有する場合、スロット１データ送
信をスケジューリングする制御チャネルスは、スロット１において送信されないであろう
。別の例では、ＵＬ送信のためにまたはＵＬ ＴＴＩの間に、１スロットの動的および１
ｍｓのＳＰＳが存在し得る。そのようなケースでは、１ｍｓのＳＰＳがドロップされ得る
。一般に、第２のＴＴＩのＳＰＳが、同じサブフレームにおける第１のＴＴＩの動的スケ
ジュールによりドロップされ得る。
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【００５４】
　[0065]低レイテンシＨＡＲＱフィードバックタイミングのためのアップリンクおよびダ
ウンリンクチャネルの動作および構成の追加の例が以下に説明される。図３は、低減され
たＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングのためのチャネル構成３００の例を例示する。いく
つかのケースでは、チャネル構成３００は、図１－２を参照して説明したようなＵＥ１１
５または基地局１０５によって実行される技法の態様を表し得る。チャネル構成３００は
、図１および２を参照して説明したような２スロットおよび３スロットＨＡＲＱ応答タイ
ミングに基づいた例を表し得る。
【００５５】
　[0066]低レイテンシＤＬ送信３０２は、ＤＬキャリア３１０上で送信され得る。例えば
、低レイテンシＤＬ送信３０２は、サブフレーム３２５の間のＤＬキャリア３１０のスロ
ット０ ３０５－ａおよびスロット１ ３０５－ｂの間に送信され得る。ＵＬ制御送信３１
５（すなわち、低レイテンシＤＬ送信３０２に対応する１ｍｓＴＴＩのＰＵＣＣＨ送信）
は、サブフレーム３２７においてＵＬキャリア３２０上で送信され得る。次いで、低レイ
テンシＤＬ再送３０４は、サブフレーム３２５の４つ後のサブフレームであり得るサブフ
レーム３２８のスロット０ ３０６－ａおよびスロット１ ３０６－ｂにおいてＤＬキャリ
ア３１０上で送信され得る（すなわち、４ｍｓ再送ＲＴＴ）。
【００５６】
　[0067]非低レイテンシＤＬ送信３２９は、サブフレーム３２５中の２つの連続したスロ
ット（例えば、スロット０ ３０５－ａおよび１ ３０５－ｂ）においてＤＬキャリア３１
０上で送信され得る。非低レイテンシＵＬ制御送信３３０は、サブフレーム３３１におい
てＵＬキャリア３２０上で送信され得、非低レイテンシＤＬ再送３３３は、サブフレーム
３２５の８つ後のサブフレームであり得るサブフレーム３３５において送られ得る（すな
わち、８ｍｓ再送ＲＴＴ）。
【００５７】
　[0068]図４は、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングのためのキャリア構成４
００の例を例示する。いくつかのケースでは、キャリア構成４００は、図１－２を参照し
て説明したようなＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様を表し得
る。構成４００は、図１および２を参照して説明したような３スロットおよび４スロット
ＨＡＲＱ応答タイミングに基づく例を表し得る。
【００５８】
　[0069]低レイテンシＤＬ送信４０２は、ＤＬキャリア４１０上で送信され得る。例えば
、低レイテンシＤＬ送信４０２は、サブフレーム４２５中のＤＬキャリア４１０のスロッ
ト０ ４０５－ｂおよび先のサブフレーム４２７のスロット１ ４０５－ａの間に送信され
得る。低レイテンシＵＬ制御送信４１５（すなわち、低レイテンシＤＬ送信４０２に対応
するＰＵＣＣＨ送信）は、サブフレーム４２８においてＵＬキャリア４２０上で送信され
得る。次いで、低レイテンシＤＬ再送４０４ｂは、サブフレーム４２５の５つ後のサブフ
レームであり得るサブフレーム４２９のスロット０ ４０６－ａおよびスロット１ ４０６
－ｂの間にＤＬキャリア４１０上で送信され得る（すなわち、５ｍｓＲＴＴ）。
【００５９】
　[0070]非低レイテンシＤＬ送信４３０は、サブフレーム４２５の２つの連続したスロッ
トにおいてＤＬキャリア４１０上で送信され得る。非低レイテンシＵＬ制御送信４３１は
、サブフレーム４３３においてＵＬキャリア４２０上で送信され得、非低レイテンシＤＬ
再送４３４は、サブフレーム４２５の８つ後のサブフレームであり得るサブフレーム４３
５において送られ得る（すなわち、８ｍｓＲＲＴ）。
【００６０】
　[0071]図５は、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングのためのキャリア構成５
００の例を例示する。いくつかのケースでは、キャリア構成５００は、図１－２を参照し
て説明したようなＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様を表し得
る。構成５００は、図１および２を参照して説明したような３スロットおよび４スロット
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ＨＡＲＱ応答タイミングに基づく例を表し得る。
【００６１】
　[0072]低レイテンシＤＬ送信５０２は、ＤＬキャリア５１０上で送信され得る。例えば
、低レイテンシＤＬ送信５０２は、５２５中のＤＬキャリア５１０のスロット０ ５０５
－ａおよびスロット１ ５０５－ｂの間に送信され得る。低レイテンシＵＬ制御送信５１
５－ａ（すなわち、スロット５０５－ａの間の低レイテンシＤＬ送信５０２に対応するＰ
ＵＣＣＨ送信）および低レイテンシＵＬ制御送信５１５－ｂ（すなわち、スロット１ ５
０５－ｂの間の低レイテンシＤＬ送信５０２に対応するＰＵＣＣＨ送信）は、各々が、そ
れぞれスロット０ ５０５－ａおよびスロット５０５－ｂの３つ後のスロットから開始す
るサブフレームの持続時間を有する時間期間５１７および５１８においてＵＬキャリア５
２０上で送信され得る。次いで、低レイテンシＤＬ再送５０４は、サブフレーム５２５の
４つ後のサブフレームであり得るサブフレーム５２７のスロット０ ５０６－ａおよびス
ロット１ ５０６－ｂの間にＤＬキャリア５１０上で送信され得る（すなわち、４ｍｓＲ
ＴＴ）。
【００６２】
　[0073]非低レイテンシＤＬ送信５３０は、５２５中の２つの連続したスロットにおいて
ＤＬキャリア５１０上で送信され得る。非低レイテンシＵＬ制御送信５３１は、サブフレ
ーム５３２においてＵＬキャリア５２０上で送信している可能性があり、非低レイテンシ
ＤＬ再送５３３は、サブフレーム５２５の８つ後のサブフレームであり得るサブフレーム
５３５において送られ得る（すなわち、８ｍｓＲＲＴ）。
【００６３】
　[0074]図６は、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングのためのスロット構成６
００の例を例示する。スロット構成６００は、図５、より具体的には、図５の時間期間５
１７および５１８の間に送信されるフィードバックの例、を参照して説明したようなＵＥ
１１５によって実行される送信の態様を表し得る。
【００６４】
　[0075]構成６００－ａでは、制御情報（例えば、別個の異なる低レイテンシＤＬに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ）送信を有する２つの別個のＰＵＣＣＨ送信６１０および６１５は、
時間期間５１７－ａおよび５１８－ａの共通のスロットを占有し得る。いくつかの例では
、２つのＰＵＣＣＨ送信６１０および６１５は、同じＲＢにマッピングされ得、これは、
動作制約を改善し得る（例えば、そのようなマッピングは、変調のための最大電力低減（
ＭＰＲ）要件を制限するのに役立ち得る）。
【００６５】
　[0076]構成６００－ｂでは、修正されたＰＵＣＣＨ６２５が、複数の低レイテンシＤＬ
送信に対するＨＡＲＱ応答を搬送するために使用され得る。例えば、フィードバックが送
られているスロット持続時間ＤＬ送信ごとに２ビットＨＡＲＱフィードバックが使用され
得る。例として、時間期間５１７－ａおよび５１８－ａの３つのスロットは、それぞれ、
２ビット、４ビット、および２ビットＨＡＲＱフィードバックを提供し得る。例えば、３
つのスロットに対してそれぞれ２ビット、４ビット、および２ビットペイロードを有し得
るＰＵＣＣＨフォーマット３が使用され得る。代替的に、修正されたフォーマット動作を
有するＰＵＣＣＨフォーマット１ｂが使用され得、第２のスロットは、４ビットを搬送し
得る。例えば、１スロット中に４つのデータシンボルが存在し得、これらは、同じＱＰＳ
Ｋシンボル（２ビット）を搬送し得る。データシンボルは、別個のＱＰＳＫシンボルを各
々搬送する２つのペアのシンボルを含み得るため、１つのスロット中に４ビットペイロー
ドとなる。そのため、拡張長さ４の場合（for spreading length four）、そのような低
減された持続時間ＨＡＲＱタイミングの能力があるＵＥ１１５は、拡散コード［＋１，＋
１，＋１，＋１］または［＋１，＋１，－１，－１］を使用し得るため、レガシＰＵＣＣ
Ｈを送信しているＵＥ１１５が、例えば、拡散コード［＋１，－１，＋１，－１］または
［＋１，－１，－１，＋１］を使用する場合、レガシＰＵＣＣＨは、依然として、同じリ
ソースブロック（ＲＢ）において多重化され得る。
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【００６６】
　[0077]追加的または代替的に、構成６００－ｂは、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱ
タイミングの他の態様をサポートし得る。例えば、ＵＥ１１５が、修正されたアップリン
クフォーマットを使用するように構成され、ＤＬ送信の第２のスロットについてグラント
を検出しない場合（例えば、ミス検出）、基地局は、このグラントが受信されたか否かを
知らないであろう。そのため、いくつかのケースでは、構成６００－ｂは、第２のスロッ
トの第２のペア（すなわち、最後の２つのシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－
ＦＤＭ）シンボル）（すなわち、時間期間５１７－ａおよび５１８－ａの重複したスロッ
ト）を空にすることができ得る。そのようなケースでは、直交性が依然として維持され得
る。
【００６７】
　[0078]代替的に、構成６００－ｂの第２のスロットは、最初の２つのシンボルが最初の
２ビットｂ０およびｂ１を搬送し得、次の２つのシンボルがｂ２およびｂ３ビットを搬送
するように配列され得るが、第１および第２のビットのＸＯＲ動作、すなわち、ｂ０ Ｘ
ＯＲ ｂ２およびｂ１ ＸＯＲ ｂ３、はそれぞれ、第２のスロットにおけるグラントが受
信されたかどうかを示すために使用され得る。例えば、基地局が第２のスロットをスケジ
ューリングしないとき、基地局は、ｂ２＝ＮＡＫおよびｂ３＝ＮＡＫであると決定し得、
そのため、ｂ０およびｂ１が繰り返され得る。パフォーマンス損失は、同様の情報を伝達
する代替的な方法と比べて、この例では最小であり得る。基地局が第２のスロットをスケ
ジュールするとき、ビットは、共同で復号され得、誤り伝播によりかなりのパフォーマン
ス損失が存在し得る（すなわち、１ビットにおける誤りが２ビットにおける誤りを作り出
す）。
【００６８】
　[0079]構成６００－ｂはまた、例えば、用いられるオーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ
）に依存し得る。例えば、ＯＣＣが長さ３の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）である場合（例
えば、レガシＰＵＣＣＨのためのＯＣＣ［１，１，１］、他のＯＣＣコードは、
【００６９】
【数１】

【００７０】
であり得る。）ＰＵＣＣＨのためのスロット中の３つのシンボル（ｓ０、ｓ１、ｓ２）の
中で、ｓ０は、第１のＤＬスロットＴＴＩ送信に対するＡＣＫ／ＮＡＫを搬送し得、ｓ２

は、第２のＤＬスロットＴＴＩ送信に対するＡＣＫ／ＮＡＫを搬送し得、ｓ２は、ｓ２＝
－（ｓ０＋ｓ１）となるような「パリティ」であり得る。そのようなケースでは、ｓ０＋
ｓ１＋ｓ２＝０であるため、レガシ動作での直交性が維持され得る。３つの受信されたシ
ンボルがｒ０、ｒ１、およびｒ２である場合、元のシンボルは、
【００７１】
【数２】

【００７２】
として復元され得る。したがって、図５および６を参照して説明されたＨＡＲＱタイミン
グは、レガシ動作での複雑性を維持しつつ、低レイテンシ送信のためのＨＡＲＱフィード
バックを効率的に送信するための様々なオプションを提供し得る。
【００７３】
　[0080]図７は、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングのためのキャリア構成７
００の例を例示する。いくつかのケースでは、キャリア構成７００は、図１－２を参照し
て説明したようなＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様を表し得
る。構成７００は、図１－２を参照して説明したような６スロットＨＡＲＱ応答タイミン



(21) JP 2020-92432 A 2020.6.11

10

20

30

40

50

グに基づく例を表し得る。
【００７４】
　[0081]低レイテンシＤＬ送信７０２送信は、ＤＬキャリア７１０上で送信され得る。例
えば、低レイテンシＤＬ送信７０２は、サブフレーム７２５中のＤＬキャリア７１０のス
ロット０ ７０５－ａおよびスロット１ ７０５－ｂの間にスケジューリングされ得る。低
レイテンシＵＬ制御送信７１５（すなわち、低レイテンシＤＬ送信７０２に対応するＰＵ
ＣＣＨ送信）は、サブフレーム７３０においてＵＬキャリア７２０上で送信され得る。次
いで、低レイテンシＤＬ再送７０４は、サブフレーム７２５の６つ後のサブフレームであ
り得るサブフレーム７３１のスロット０ ７０６－ａおよびスロット１ ７０６－ｂの間に
ＤＬキャリア７１０上で送信され得る（すなわち、６ｍｓＲＴＴ）。
【００７５】
　[0082]非低レイテンシＤＬ送信７３２は、サブフレーム７２５中の２つの連続したスロ
ットにおいてＤＬキャリア７１０上で送信され得る。非低レイテンシＵＬ制御送信７３３
は、同じくサブフレーム７３０においてＵＬキャリア７２０上で送信され得、非低レイテ
ンシＤＬ再送７３４は、サブフレーム７２５の８つ後のサブフレームであり得るサブフレ
ーム７３５において送られ得る（すなわち、８ｍｓＲＴＴ）。
【００７６】
　[0083]図８は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングのためのプロセスフロー８００の例を例示する。プロセスフロー８００は、基地局１
０５－ａおよびＵＥ１１５－ａを含み得、これらは、図１－２を参照して説明された対応
するデバイスの例であり得る。
【００７７】
　[0084]ステップ８０５において、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａのＨＡＲＱフィ
ードバック能力を示すインジケーションを受信し得る。ステップ８１０において、基地局
１０５－ａは、第２の持続時間のＴＴＩに関連付けられたＨＡＲＱフィードバックを提供
するＵＥ１１５－ａの能力を識別し得る。ステップ８１５において、基地局１０５－ａは
、ＵＥ１１５－ａの能力に少なくとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを選択
し得る。ステップ８２０において、基地局１０５－ａは、ＨＡＲＱタイミングモードを示
すインジケーションをＵＥ１１５－ａに送信し得る。
【００７８】
　[0085]ステップ８２５において、基地局１０５－ａは、第１のトランスポートブロック
（ＴＢ）を第１の持続時間の送信時間間隔（ＴＴＩ）の間におよび第２のＴＢを第２の持
続時間の第２のＴＴＩの間に送信し得る。追加的に、第１のＴＢは、第１のＴＢの送信前
の第２の持続時間の４倍の時間期間の間に送信されるダウンリンク（ＤＬ）制御チャネル
に少なくとも部分的に基づき得るＨＡＲＱフィードバックのためのアップリンク（ＵＬ）
リソースに関連付けられ得る。
【００７９】
　[0086]ステップ８３０において、基地局１０５－ａは、ＨＡＲＱタイミングモードに少
なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間を識別し得る。追加的に、ＨＡＲＱタ
イミングモードは、第２の持続時間の４倍の第１のＨＡＲＱ応答時間および第２の持続時
間の３倍の第２のＨＡＲＱ応答時間を含み得る。
【００８０】
　[0087]ステップ８３５において、基地局１０５－ａは、第１および第２のＴＢに関連付
けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信し得、ここにおいて
、１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間
に受信される。追加的に、１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１
のＨＡＲＱフィードバックメッセージと、第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージとを
備え得、ここで、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＴＢに関連付けら
れ、第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第２のＴＢに関連付けられる。追加的
に、第１および第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間にしたがっ
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て構成され得る。
【００８１】
　[0088]ステップ８４０において、基地局１０５－ａは、第２の持続時間の１０倍の再送
時間に少なくとも部分的に基づいて第１のＴＢまたは第２のＴＢを再送し得る。
【００８２】
　[0089]図９は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミ
ングをサポートするワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス
９００は、図１および２を参照して説明されたＵＥ１１５または基地局１０５の態様の例
であり得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機９０５と、ＨＡＲＱタイミングマネジ
ャ９１０と、送信機９１５とを含み得る。ワイヤレスデバイス９００はまた、プロセッサ
を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００８３】
　[0090]受信機９０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、および低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングに関連する情報、等）に関連付け
られた制御情報、ユーザデータ、またはパケットのような情報を受信し得る。情報は、デ
バイスの他のコンポーネントへと伝えられ得る。受信機９０５は、図１２を参照して説明
されるトランシーバ１２２５の態様の例であり得る。
【００８４】
　[0091]ＨＡＲＱタイミングマネジャ９１０は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信
に応答してＨＡＲＱフィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨ
ＡＲＱタイミングモードを決定し、受信機９０５または送信機９１５あるいは両方と協力
して、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。ＨＡＲＱタイミングマネジャ９
１０はまた、図１２を参照して説明されるＨＡＲＱタイミングマネジャ１２０５の態様の
例であり得る。
【００８５】
　[0092]送信機９１５は、ワイヤレスデバイス９００の他のコンポーネントから受信され
た信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機９１５は、トランシーバモジュールにお
いて受信機とコロケートされ（collocated）得る。例えば、送信機９１５は、図１２を参
照して説明されるトランシーバ１２２５の態様の例であり得る。送信機９１５は、単一の
アンテナを含み得るか、または複数のアンテナを含み得る。
【００８６】
　[0093]図１０は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングをサポートするワイヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバ
イス１０００は、図１、図２および図９を参照して説明されたワイヤレスデバイス９００
またはＵＥ１１５または基地局１０５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス１００
０は、受信機１００５と、ＨＡＲＱタイミングマネジャ１０１０と、送信機１０２５とを
含み得る。ワイヤレスデバイス１０００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポ
ーネントの各々は、互いと通信状態にあり得る。
【００８７】
　[0094]受信機１００５は、デバイスの他のコンポーネントへと伝えられ得る情報を受信
し得る。受信機１００５はまた、図９の受信機９０５を参照して説明された機能を実行し
得る。受信機１００５は、図１２を参照して説明されるトランシーバ１２２５の態様の例
であり得る。
【００８８】
　[0095]ＨＡＲＱタイミングマネジャ１０１０は、図９を参照して説明されたＨＡＲＱタ
イミングマネジャ９１０の態様の例であり得る。ＨＡＲＱタイミングマネジャ１０１０は
、ＨＡＲＱタイミングモードコンポーネント１０１５と、低レイテンシ通信コンポーネン
ト１０２０とを含み得る。ＨＡＲＱタイミングマネジャ１０１０は、図１２を参照して説
明されるＨＡＲＱタイミングマネジャ１２０５の態様の例であり得る。
【００８９】
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　[0096]ＨＡＲＱタイミングモードコンポーネント１０１５は、ＵＥの１つまたは複数の
能力を示すインジケーションを基地局に送信し、ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示
すインジケーションを基地局から受信し、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答
してＨＡＲＱフィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力ＨＡＲＱタイミング
モードを決定し得る。ＨＡＲＱタイミングモードコンポーネント１０１５の動作は、様々
な例では、受信機１００５または送信機１０２５と協力して、実行され得る。
【００９０】
　[0097]低レイテンシ通信コンポーネント１０２０は、受信機１００５または送信機１０
２５と協力して、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。いくつかのケースで
は、通信することは、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩ
の間に受信することを含み、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持
続時間を有する。いくつかのケースでは、第１のＴＴＩは、第１の持続時間を有する第１
の時間期間の後期部分内にあり、第２のＴＴＩは、第１の持続時間を有する第２の時間期
間の初期部分内にある。いくつかのケースでは、通信することは、第１のＴＢを第１のＴ
ＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に送信することを含み、ここで、第１の
ＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間を有する。
【００９１】
　[0098]送信機１０２５は、ワイヤレスデバイス１０００の他のコンポーネントから受信
された信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１０２５は、トランシーバモジュー
ルにおいて受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機１０２５は、図１２を参照して
説明されるトランシーバ１２２５の態様の例であり得る。送信機１０２５は、単一のアン
テナを利用し得るか、または複数のアンテナを利用し得る。
【００９２】
　[0099]図１１は、ワイヤレスデバイス９００またはワイヤレスデバイス１０００の対応
するコンポーネントの例であり得るＨＡＲＱタイミングマネジャ１１００のブロック図を
示す。すなわち、ＨＡＲＱタイミングマネジャ１１００は、図９および図１０を参照して
説明されたＨＡＲＱタイミングマネジャ９１０またはＨＡＲＱタイミングマネジャ１０１
０の態様の例であり得る。ＨＡＲＱタイミングマネジャ１１００はまた、図１２を参照し
て説明されるＨＡＲＱタイミングマネジャ１２０５の態様の例であり得る。
【００９３】
　[0100]ＨＡＲＱタイミングマネジャ１１００は、フィードバック時間期間コンポーネン
ト１１０５と、ＨＡＲＱフィードバックコンポーネント１１１０と、ＨＡＲＱタイミング
モードコンポーネント１１１５と、ＨＡＲＱタイミングモード要求コンポーネント１１２
０と、ＵＬ制御構成コンポーネント１１２５と、ＰＵＣＣＨリソースオフセットコンポー
ネント１１３０と、ＤＬ送信インジケータコンポーネント１１３５と、低レイテンシ通信
コンポーネント１１４０とを含み得る。これらのモジュールの各々は、（例えば、１つま
たは複数のバスを介して）互いと直接的にまたは間接的に通信し得る。
【００９４】
　[0101]フィードバック時間期間コンポーネント１１０５は、ＨＡＲＱタイミングモード
に基づいてフィードバック時間期間を識別し得、ここで、ＨＡＲＱタイミングモードは、
第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時
間とを含むか、または、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この
第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを含む。
【００９５】
　[0102]ＨＡＲＱフィードバックコンポーネント１１１０は、フィードバック時間期間の
間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィード
バックメッセージを送信または受信し得、ここで、１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバ
ックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される。ＨＡＲＱフィードバック
コンポーネント１１１０は、図１０の受信機１００５または送信機１０２５と協力して、
動作を実行し得る。いくつかのケースでは、１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメ
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ッセージは、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージと、第１のＨＡＲＱフィードバッ
クメッセージとは異なる第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージとを含む。いくつかの
ケースでは、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および第２のＨＡＲＱ
フィードバックメッセージの最初の部分は、２つよりも多くのビットを搬送する能力があ
るＰＵＣＣＨフォーマット、第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分と第２
のＨＡＲＱフィードバックメッセージの最初の部分との間でのビットの分割、第１のＨＡ
ＲＱフィードバックメッセージおよび第２のＨＡＲＱフィードバックメッセージの１つま
たは複数のビットのジョイントコーディング、またはオーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ
）に基づいたビットと少なくとも１つのパリティビットとの組合せ、あるいは、それらの
任意の組合せのうちの少なくとも１つを使用して多重化される。
【００９６】
　[0103]ＨＡＲＱタイミングモードコンポーネント１１１５は、ＵＥの１つまたは複数の
能力を示すインジケーションを基地局に送信し、ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示
すインジケーションを基地局から受信し、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答
してＨＡＲＱフィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱ
タイミングモードを決定し得る。ＨＡＲＱタイミングモードコンポーネント１１１５の動
作は、図１０の受信機１００５または送信機１０２５と協力して、実行され得る。
【００９７】
　[0104]ＨＡＲＱタイミングモード要求コンポーネント１１２０は、送信機１０２５と協
力して、このインジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信し得、こ
こで、ＨＡＲＱタイミングモードは、ＨＡＲＱタイミングモード要求に基づいてＨＡＲＱ
タイミングモードのセットから選択される。ＵＬ制御構成コンポーネント１１２５は、Ｈ
ＡＲＱタイミングモードに基づいてＵＬ制御構成を識別し、ＵＬ制御構成を示すインジケ
ーションをＵＥに送信し得る。
【００９８】
　[0105]ＰＵＣＣＨリソースオフセットコンポーネント１１３０は、第１の持続時間のＴ
ＴＩを使用するＵＬ送信のための第１のＰＵＣＣＨリソースオフセットと、第２の持続時
間のＴＴＩを使用するＵＬ送信のための第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットとを識別し
得る。いくつかのケースでは、第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、第１のＰＵＣＣ
Ｈリソースオフセットとデルタ値とに基づいて識別される。いくつかのケースでは、第１
のＰＵＣＣＨリソースオフセットまたは第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、ＰＵＣ
ＣＨフォーマットに基づいて識別される。いくつかのケースでは、ＵＬ送信のための１つ
または複数のリソースセットは、ＰＵＣＣＨフォーマットのセットの各ＰＵＣＣＨフォー
マットに関連付けられ、ここで、１つまたは複数のリソースセットは各々、異なる基地局
またはレイヤ３構成に関連付けられる。
【００９９】
　[0106]ＤＬ送信インジケータコンポーネント１１３５は、第１の持続時間のＴＴＩに関
連付けられた第１のスケジューリングされたＤＬ送信インジケータと、第２の持続時間の
ＴＴＩに関連付けられた第２のスケジューリングされたＤＬ送信インジケータとを識別し
得る。
【０１００】
　[0107]低レイテンシ通信コンポーネント１１４０は、ＨＡＲＱタイミングモードを使用
して通信し得る。いくつかのケースでは、通信することは、第１のＴＢを第１のＴＴＩの
間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に送信または受信することを含み、ここで、第
１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間を有する。低レイテンシ通信コン
ポーネント１１４０の動作は、図１０の受信機１００５または送信機１０２５と協力して
、実行され得る。
【０１０１】
　[0108]図１２は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングをサポートするデバイスを含むシステム１２００の図を示す。例えば、システム１
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２００は、ＵＥ１１５－ｃを含み得、これは、図１、２および９乃至１１を参照して説明
したようなワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデバイス１０００、またはＵＥ１１５
の例であり得る。
【０１０２】
　[0109]ＵＥ１１５－ｃはまた、ＨＡＲＱタイミングマネジャ１２０５、メモリ１２１０
、プロセッサ１２２０、トランシーバ１２２５、アンテナ１２３０、およびＥＣＣモジュ
ール１２３５を含み得る。これらのモジュールの各々は、（例えば、１つまたは複数のバ
スを介して）互いと直接的にまたは間接的に通信し得る。ＨＡＲＱタイミングマネジャ１
２０５は、図９乃至１１を参照して説明したようなプライマリモジュールの例であり得る
。
【０１０３】
　[0110]メモリ１２１０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１２１０は、実行されると、本明細書で説明された様々な
機能（例えば、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミング、等）を実行することをプ
ロセッサに行わせる命令を含むコンピュータ読取可能でコンピュータ実行可能なソフトウ
ェアを記憶し得る。いくつかのケースでは、ソフトウェア１２１５は、プロセッサによっ
て直接的には実行可能ではなく、（例えば、コンパイルされ、実行されると）本明細書で
説明された機能を実行することをコンピュータに行わせ得る。プロセッサ１２２０は、イ
ンテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコン
トローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、等）を含み得る。
【０１０４】
　[0111]トランシーバ１２２５は、上で説明したように、１つまたは複数のネットワーク
と、１つまたは複数のアンテナ、ワイヤードまたはワイヤレスリンクを介して、双方向に
通信し得る。例えば、トランシーバ１２２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５と双方向
に通信し得る。トランシーバ１２２５はまた、パケットを変調して、変調されたパケット
を送信のためにアンテナに提供するためのおよびアンテナから受信されたパケットを復調
するためのモデムを含み得る。いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、単一のア
ンテナ１２３０を含み得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、１つよ
り多くのアンテナ１２３０を有し得、これらは、複数のワイヤレス送信を同時並行（conc
urrently）に送信または受信する能力があり得る。
【０１０５】
　[0112]ＥＣＣモジュール１２３５は、多数のコンポーネントキャリアを使用するか、低
減されたＴＴＩまたはサブフレームの持続時間を使用するか、あるいは共有またはアンラ
イセンススペクトルを使用する通信のような、拡張コンポーネントキャリア（ＥＣＣ）を
使用する動作を可能にし得る。
【０１０６】
　[0113]図１３は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングをサポートする、構成されたデバイスを含むワイヤレスシステム１３００の図を示
す。例えば、システム１３００は、基地局１０５－ｄを含み得、これは、図１、２、およ
び９乃至１１を参照して説明したようなワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデバイス
１０００、または基地局１０５の例であり得る。基地局１０５－ｄはまた、通信を送信す
るためのコンポーネントおよび通信を受信するためのコンポーネントを含む、双方向の音
声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。例えば、基地局１０５－ｄは、
１つまたは複数のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。
【０１０７】
　[0114]基地局１０５－ｄはまた、プライマリモジュール１３０５と、メモリ１３１０と
、プロセッサ１３２０と、トランシーバ１３２５と、アンテナ１３３０と、基地局通信モ
ジュール１３３５と、ネットワーク通信モジュール１３４０とを含み得る。これらのモジ
ュールの各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）互いと直接的にまたは間接
的に通信し得る。プライマリモジュール１３０５は、図９乃至１１を参照して説明したよ
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うなプライマリモジュールの例であり得る。
【０１０８】
　[0115]メモリ１３１０は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１３１０は、実行さ
れると、本明細書で説明された様々な機能（例えば、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱ
タイミング、等）を実行することをプロセッサに行わせる命令を含むコンピュータ読取可
能でコンピュータ実行可能なソフトウェアを記憶し得る。いくつかのケースでは、ソフト
ウェア１３１５は、プロセッサによって直接的には実行可能ではなく、（例えば、コンパ
イルされ、実行されると）本明細書で説明された機能を実行することをコンピュータに行
わせ得る。プロセッサ１３２０は、インテリジェントハードウェアデバイス、（例えば、
ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、等）を含み得る。
【０１０９】
　[0116]トランシーバ１３２５は、上で説明したように、１つまたは複数のネットワーク
と、１つまたは複数のアンテナ、ワイヤードまたはワイヤレスリンクを介して、双方向に
通信し得る。例えば、トランシーバ１３２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５と双方向
に通信し得る。トランシーバ１３２５はまた、パケットを変調して、変調されたパケット
を送信のためにアンテナに提供するためのおよびアンテナから受信されたパケットを復調
するためのモデムを含み得る。いくつかのケースでは、ワイヤレスデバイスは、単一のア
ンテナ１３３０を含み得る。しかしながら、いくつかのケースでは、デバイスは、１つよ
り多くのアンテナ１２３０を有し得、これらは、複数のワイヤレス送信を同時並行に送信
または受信する能力があり得る。
【０１１０】
　[0117]基地局通信モジュール１３３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他の
基地局１０５と連携してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジ
ューラを含み得る。例えば、基地局通信モジュール１３３５は、ビームフォーミングまた
は共同送信のような様々な干渉緩和技法のために、ＵＥ１１５への送信のためのスケジュ
ーリングを調整し得る。いくつかの例では、基地局通信モジュール１３３５は、基地局１
０５間の通信を提供するために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内
のＸ２インターフェースを提供し得る。
【０１１１】
　[0118]ネットワーク通信モジュール１３４０は、（例えば、１つまたは複数のワイヤー
ドバックホールリンクを介して）コアネットワークとの通信を管理し得る。例えば、ネッ
トワーク通信モジュール１３４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５のような、クライアン
トデバイスのためのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１１２】
　[0119]図１４は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングのための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方法１４００の動作は、
図１および２を参照して説明したようなＵＥ１１５または基地局１０５のようなデバイス
あるいはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１４００の
動作は、本明細書で説明されるように、ＨＡＲＱタイミングマネジャによって実行され得
る。いくつかの例では、ＵＥ１１５または基地局１０５は、以下で説明される機能を実行
するために、デバイスの機能的な要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追
加的または代替的に、ＵＥ１１５または基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して以
下に説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１３】
　[0120]ブロック１４０５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、第１の
持続時間および第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステムにおいて
動作するＵＥ１１５または基地局１０５は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応
答してＨＡＲＱフィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲ
Ｑタイミングモードを決定し得る。特定の例では、ブロック１４０５の動作は、図１０お
よび１１を参照して説明したようなＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実



(27) JP 2020-92432 A 2020.6.11

10

20

30

40

50

行され得る。
【０１１４】
　[0121]ブロック１４１０において、図２乃至８を参照して上で説明したように、ＵＥ１
１５または基地局１０５は、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。特定の例
では、ブロック１４１０の動作は、図１０および１１を参照して説明したような低レイテ
ンシ通信コンポーネントまたは図１２および１３を参照して説明したようなトランシーバ
１２２５または１３２５によって実行され得る。
【０１１５】
　[0122]図１５は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングのための方法１５００を例示するフローチャートを示す。方法１５００の動作は、
図１および２を参照して説明したようなＵＥ１１５のようなデバイスまたはそのコンポー
ネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１５００の動作は、本明細書で説
明されるように、ＨＡＲＱタイミングマネジャによって実行され得る。いくつかの例では
、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加的または代替的に、ＵＥ１１５は、専用
ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１６】
　[0123]ブロック１５０５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、第１の
持続時間および第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステムにおいて
動作するＵＥ１１５は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフィ
ードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモード
を決定し得る。特定の例では、ブロック１５０５の動作は、図１０および１１を参照して
説明したようなＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実行され得る。
【０１１７】
　[0124]ブロック１５１０において、図２乃至８を参照して上で説明したように、ＵＥ１
１５は、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。いくつかのケースでは、通信
することは、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受
信することを含み、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間を
有する。特定の例では、ブロック１５１０の動作は、図１０および１１を参照して説明し
たような低レイテンシ通信コンポーネントまたは図１２を参照して説明したようなトラン
シーバ１２２５によって実行され得る。
【０１１８】
　[0125]ブロック１５１５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、ＵＥ１
１５は、ＨＡＲＱタイミングモードに基づいてフィードバック時間期間を識別し得、ここ
で、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答
時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを含む。特定の例では、ブロック１５１５の動
作は、図１０および１１を参照して説明したようなフィードバック時間期間コンポーネン
トによって実行され得る。
【０１１９】
　[0126]ブロック１５２０において、図２および８を参照して上で説明したように、ＵＥ
１１５は、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付けられ
た１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信し得、ここで、１つまたは
複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される
。特定の例では、ブロック１５２０の動作は、図１０および１１を参照して説明したよう
なＨＡＲＱフィードバックコンポーネントまたは図１２を参照して説明したようなトラン
シーバ１２２５によって実行され得る。
【０１２０】
　[0127]図１６は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングのための方法１６００を例示するフローチャートを示す。方法１６００の動作は、
図１および２を参照して説明したようなＵＥ１１５のようなデバイスまたはそのコンポー
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ネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１６００の動作は、本明細書で説
明されるように、ＨＡＲＱタイミングマネジャによって実行され得る。いくつかの例では
、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加的または代替的に、ＵＥ１１５は、専用
ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２１】
　[0128]ブロック１６０５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、第１の
持続時間および第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステムにおいて
動作するＵＥ１１５は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフィ
ードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモード
を決定し得る。特定の例では、ブロック１６０５の動作は、図１０および１１を参照して
説明したようなＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実行され得る。
【０１２２】
　[0129]ブロック１６１０において、図２乃至８を参照して上で説明したように、ＵＥ１
１５は、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。いくつかのケースでは、通信
することは、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受
信することを含み、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間を
有する。特定の例では、ブロック１６１０の動作は、図１０および１１を参照して説明し
たような低レイテンシ通信コンポーネントまたは図１２を参照して説明したようなトラン
シーバ１２２５によって実行され得る。
【０１２３】
　[0130]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至８を参照して上で説明した
ように、ＨＡＲＱタイミングモードに基づいてフィードバック時間期間を識別し得、ここ
で、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応答
時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを含む。特定の例では、ブロック１６１５の動作
は、図１０および１１を参照して説明したようなフィードバック時間期間コンポーネント
によって実行され得る。
【０１２４】
　[0131]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２乃至８を参照して上で説明した
ように、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付けられた
１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信し得、ここで、１つまたは複
数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される。
特定の例では、ブロック１６２０の動作は、図１０および１１を参照して説明したような
ＨＡＲＱフィードバックコンポーネントまたは図１２を参照して説明したようなトランシ
ーバ１２２５によって実行され得る。
【０１２５】
　[0132]図１７は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングのための方法１７００を例示するフローチャートを示す。方法１７００の動作は、
図１および２を参照して説明したようなＵＥ１１５のようなデバイスまたはそのコンポー
ネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１７００の動作は、本明細書で説
明されるように、ＨＡＲＱタイミングマネジャによって実行され得る。いくつかの例では
、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加的または代替的に、ＵＥ１１５は、専用
ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２６】
　[0133]ブロック１７０５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、第１の
持続時間および第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステムにおいて
動作するＵＥ１１５は、ＵＥの１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に
送信し得る。特定の例では、ブロック１７０５の動作は、図１０および１１を参照して説
明したようなＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実行され得る。
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【０１２７】
　[0134]ブロック１７１０において、ＵＥ１１５は、図２乃至８を参照して上で説明した
ように、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフィードバックを提
供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定し得る。
特定の例では、ブロック１７１０の動作は、図１０および１１を参照して説明したような
ＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実行され得る。
【０１２８】
　[0135]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、図２乃至８を参照して上で説明した
ように、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。特定の例では、ブロック１７
１５の動作は、図１０および１１を参照して説明したような低レイテンシ通信コンポーネ
ントまたは図１２を参照して説明したようなトランシーバ１２２５によって実行され得る
。
【０１２９】
　[0136]図１８は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングのための方法１８００を例示するフローチャートを示す。方法１８００の動作は、
図１および２を参照して説明したような基地局１０５のようなデバイスまたはそのコンポ
ーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１８００の動作は、本明細書で
説明されるように、ＨＡＲＱタイミングマネジャによって実行され得る。いくつかの例で
は、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的または代替的に、基地局１０５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１３０】
　[0137]ブロック１８０５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、第１の
持続時間および第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステムにおいて
動作する基地局１０５は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフ
ィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモー
ドを決定し得る。特定の例では、ブロック１８０５の動作は、図１０および１１を参照し
て説明したようなＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実行され得る。
【０１３１】
　[0138]ブロック１８１０において、基地局１０５は、図２乃至８を参照して上で説明し
たように、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。いくつかのケースでは、通
信することは、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に
送信することを含み、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間
を有する。特定の例では、ブロック１８１０の動作は、図１０および１１を参照して説明
したような低レイテンシ通信コンポーネントまたは図１３を参照して説明したようなトラ
ンシーバ１３２５によって実行され得る。
【０１３２】
　[0139]ブロック１８１５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、基地局
１０５は、ＨＡＲＱタイミングモードに基づいてフィードバック時間期間を識別し得、こ
こで、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応
答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを含む。特定の例では、ブロック１８１５の
動作は、図１０および１１を参照して説明したようなフィードバック時間期間コンポーネ
ントによって実行され得る。
【０１３３】
　[0140]ブロック１８２０において、図２乃至８を参照して上で説明したように、基地局
１０５は、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付けられ
た１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信し得、ここで、１つまたは
複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される
。特定の例では、ブロック１８２０の動作は、図１０および１１を参照して説明したよう
なＨＡＲＱフィードバックコンポーネントまたは図１３を参照して説明したようなトラン
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シーバ１３２５によって実行され得る。
【０１３４】
　[0141]図１９は、本開示の様々な態様に係る、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイ
ミングのための方法１９００を例示するフローチャートを示す。方法１９００の動作は、
図１および２を参照して説明したような基地局１０５のようなデバイスまたはそのコンポ
ーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１９００の動作は、本明細書で
説明されるように、ＨＡＲＱタイミングマネジャによって実行され得る。いくつかの例で
は、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するために、デバイスの機能的な要素
を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的または代替的に、基地局１０５は
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能の態様を実行し得る。
【０１３５】
　[0142]ブロック１９０５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、第１の
持続時間および第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信をサポートするシステムにおいて
動作する基地局１０５は、第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してＨＡＲＱフ
ィードバックを提供するＵＥの１つまたは複数の能力に基づいてＨＡＲＱタイミングモー
ドを決定し得る。特定の例では、ブロック１９０５の動作は、図１０および１１を参照し
て説明したようなＨＡＲＱタイミングモードコンポーネントによって実行され得る。
【０１３６】
　[0143]ブロック１９１０において、基地局１０５は、図２乃至８を参照して上で説明し
たように、ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信し得る。いくつかのケースでは、通
信することは、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に
送信することを含み、ここで、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩは各々、第２の持続時間
を有する。特定の例では、ブロック１９１０の動作は、図１０および１１を参照して説明
したような低レイテンシ通信コンポーネントまたは図１３を参照して説明したようなトラ
ンシーバ１３２５によって実行され得る。
【０１３７】
　[0144]ブロック１９１５において、図２乃至８を参照して上で説明したように、基地局
１０５は、ＨＡＲＱタイミングモードに基づいてフィードバック時間期間を識別し得、こ
こで、ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、この第１のＨＡＲＱ応
答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを含む。特定の例では、ブロック１９１５の動
作は、図１０および１１を参照して説明したようなフィードバック時間期間コンポーネン
トによって実行され得る。
【０１３８】
　[0145]ブロック１９２０において、図２乃至８を参照して上で説明したように、基地局
１０５は、フィードバック時間期間の間に、第１のＴＢまたは第２のＴＢに関連付けられ
た１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信し得、ここで、１つまたは
複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される
。特定の例では、ブロック１９２０の動作は、図１０および１１を参照して説明したよう
なＨＡＲＱフィードバックコンポーネントまたは図１３を参照して説明したようなトラン
シーバ１３２５によって実行され得る。
【０１３９】
　[0146]これらの方法およびプロセスが、可能なインプリメンテーションを説明している
こと、および、動作およびステップが、他のインプリメンテーションが可能になるように
再構成されるかまたは他の方法で修正され得ることに留意されるべきである。いくつかの
例では、これら方法のうちの２つ以上からの態様が組み合わせられ得る。例えば、これら
方法の各々の態様は、本明細書で説明された他の方法のステップまたは態様、または他の
ステップまたは技法を含み得る。ゆえに、本開示の態様は、低減されたＴＴＩのためのＨ
ＡＲＱタイミングを提供し得る。
【０１４０】
　[0147]本明細書における説明は、当業者による本開示の製造または使用を可能にするた
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めに提供されている。本開示に対する様々な修正は、当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形に適用
され得る。ゆえに、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるのではな
く、本明細書で開示された原理および新規な特徴と合致する最も広い範囲が与えられるべ
きである。
【０１４１】
　[0148]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。
プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、それら機能は
、コンピュータ読取可能な媒体上の１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または
送信され得る。他の例およびインプリメンテーションは、添付の特許請求の範囲および本
開示の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上で説明した機能は、プロセ
ッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリ
ング、またはこれらのうちの任意のものの組合せを使用して、インプリメントされること
ができる。機能をインプリメントする特徴はまた、機能の一部が異なる物理的ロケーショ
ンにおいてインプリメントされるように分配された状態を含む、様々な位置に物理的に配
置され得る。また、請求項を含め、本明細書で使用される場合、複数の項目からなるリス
ト（例えば、「～のうちの少なくとも１つ」または「～の１つまたは複数」のような表現
が付される項目からなるリスト）で使用される「または」は、例えば、Ａ、ＢまたはＣの
うちの少なくとも１つというリストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたは
ＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような両立的なリストを
示す。
【０１４２】
　[0149]コンピュータ読取可能な媒体は、ある箇所から別の箇所へのコンピュータプログ
ラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的なコンピュータ記憶媒体と
の両方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスさ
れることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的な
コンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的に消去可能なプログラマブル読
取専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは
他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは
命令またはデータ構造の形式で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために
使用されることができる、および、汎用または専用コンピュータあるいは汎用または専用
プロセッサによってアクセスされることができる任意の他の非一時的な媒体を備えること
ができる。また、任意の接続は厳密にはコンピュータ読取可能な媒体と称され得る。例え
ば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤
外線、電波、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸
ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、および
マイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場
合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）
、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、
およびブルーレイディスクを含み、ディスク（disk）は、通常磁気的にデータを再生し、
ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた
、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれる。
【０１４３】
　[0150]本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、シ
ングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムのような、
様々なワイヤレス通信システムに対して使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語は、交換して使用されることが多い。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０
００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等の無線技術をインプリメントし
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得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカ
バーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般にＣＤＭＡ２０００ １Ｘ、１Ｘ
、等と呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般にＣＤＭＡ２０００ １ｘＥ
Ｖ－ＤＯ、高レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ＴＤＭＡシステム
は、（モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）））のような無線
技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド
（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－ＯＦＤＭ、等の無線技術を
インプリメントし得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム（ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭ
ＴＳ））の一部である。３ＧＰＰ（登録商標） ＬＴＥおよびＬＴＥ－アドバンスド（Ｌ
ＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ―Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシップ
プロジェクト（３ＧＰＰ）」という名称の団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２
０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と
いう名称の団体からの文書に記載されている。本明細書で説明された技法は、上述したシ
ステムおよび無線技術だけでなく、他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。
しかしながら、本技法がＬＴＥアプリケーションを超えて適用可能であるとはいえ、本明
細書における説明は、例示の目的でＬＴＥシステムを説明しており、上の説明の大部分で
はＬＴＥ用語が使用されている。
【０１４４】
　[0151]本明細書で説明されたネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークで
は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を説明するために使用され
得る。本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプ
のｅＮＢが様々な地理的な領域に対してカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネ
ットワークを含み得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、
または他のタイプのセルに通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、コンテ
キストに応じて、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキャリ
ア（ＣＣ）、あるいは基地局またはキャリアのカバレッジエリア（例えば、セクタ、等）
を説明するために使用されることができる３ＧＰＰ用語である。
【０１４５】
　[0152]基地局は、当業者によって、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイン
ト（ＡＰ）、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホ
ームｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれ得るか、またはそれらを含み得
る。基地局のための地理的なカバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部のみを構成す
るセクタに分割され得る。本明細書で説明した１つまたは複数のワイヤレス通信システム
は、異なるタイプの基地局（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）を含み得る。本
明細書で説明されるＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局、等を含
む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異な
る技術のための地理的なカバレッジエリアは重複しているであろう。いくつかのケースで
は、異なるカバレッジエリアは、異なる通信技術に関連付けられ得る。いくつかのケース
では、ある通信技術のためのカバレッジエリアは、別の通信技術に関連付けられたカバレ
ッジエリアと重複し得る。異なる技術は、同じ基地局に、または、異なる基地局に関連付
けられ得る。
【０１４６】
　[0153]マクロセルは一般に、比較的広い地理的エリア（例えば、半径数キロメートル）
をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ライセン
ス、アンライセンス、等）周波数帯域で動作し得る、マクロセルと比較してより低い電力
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の基地局である。スモールセルは、様々な例にしたがって、ピコセル、フェムトセル、お
よびマイクロセルを含み得る。例えば、ピコセルは、狭い地理的エリアをカバーし得、ネ
ットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセスを可能にし得
る。フェムトセルもまた、狭い地理的エリア（例えば、住居）をカバーし得、このフェム
トセルと関連のあるＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）内のＵＥ、住居
の中にいるユーザのためのＵＥ、等）による制限付きのアクセスを提供し得る。マクロセ
ルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルのためのｅＮＢは、スモ
ールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮ
Ｂは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ、等）のセル（例えば、ＣＣ）をサポ
ートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局、等を含む様々
なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【０１４７】
　[0154]本明細書で説明される１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期または
非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、複数の基地局は、同様のフレームタイミ
ングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的に大まかにアラインされ得る。非同期
動作の場合、複数の基地局は、異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの
送信は、時間的にアラインされない可能性がある。本明細書で説明された技法は、同期動
作または非同期動作のいずれに対しても使用され得る。
【０１４８】
　[0155]本明細書で説明したＤＬ送信は、順方向リンク送信とも呼ばれ得、ＵＬ送信は、
逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。例えば、図１および図２のワイヤレス通信システム１
００および２００を含む、本明細書で説明された各通信リンクは、１つまたは複数のキャ
リアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば、異なる周波数の波
形信号）からなる信号であり得る。各変調された信号は、異なるサブキャリア上で送られ
得、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバヘッド情報、ユーザデー
タ、等を搬送し得る。本明細書で説明される通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２
５）は、（例えば、ペアのスペクトルリソースを使用した）周波数分割複信（ＦＤＤ）、
または（例えば、ペアになっていないスペクトルリソースを使用した）時分割複信（ＴＤ
Ｄ）動作を使用して、双方向通信を送信し得る。ＦＤＤのためのフレーム構造（例えば、
フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤのためのフレーム構造（例えば、フレーム構造タイ
プ２）が定義され得る。
【０１４９】
　[0156]ゆえに、本開示の態様は、低減されたＴＴＩのためのＨＡＲＱタイミングを提供
し得る。これらの方法が、可能なインプリメンテーションを説明していること、および、
動作およびステップが、他のインプリメンテーションが可能になるように再構成されるか
または他の方法で修正され得ることに留意されるべきである。いくつかの例では、これら
方法のうちの２つ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【０１５０】
　[0157]本明細書での開示に関連して説明された、実例となる様々なブロックおよびモジ
ュールは、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、
ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネ
ント、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたこれらの任意の組
合せを用いてインプリメントまたは実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッ
サであり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピュー
ティングデバイスの組合せ（例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサ、複数のマイ
クロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任
意の他のそのような構成との組合せ）としてインプリメントされ得る。ゆえに、本明細書
で説明された機能は、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上で、１つまたは複数の他の処
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理ユニット（またはコア）によって実行され得る。様々な例では、異なるタイプのＩＣ（
例えば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）
が使用され得、これらは、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る。
各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または専用プロ
セッサによって実行されるようにフォーマット化された、メモリに具現化されている命令
を用いてインプリメントされ得る。
【０１５１】
　[0158]当業者に知られているかまたは後に知られることになる本開示全体にわたって説
明された様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的な同等物は、参照によっ
て本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることが意図されてい
る。さらに、本明細書における開示はいずれも、そのような開示が特許請求の範囲に明確
に記載されているか否かに関わらず、公衆に献呈されることを意図したものではない。「
モジュール」、「メカニズム」、「要素」、「デバイス」、「コンポーネント」等の用語
は、「手段」という用語の代用ではないであろう。そのため、要素が「～のための手段」
という表現を使用して明記されていない限り、請求項のいずれの要素もミーンズプラスフ
ァンクションとして解釈されるべきではない。
【０１５２】
　[0159]添付の図では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し得る
。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に続く、ダッシュと、
同様のコンポーネントを区別する第２のラベルとによって区別され得る。明細書において
第１の参照ラベルだけが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルに関係なく、同
じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任意のものに適用可能である
。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月25日(2020.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）によって、ＨＡＲＱタイミングモ
ードを決定することと、
　前記ＵＥによって、基地局と、前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信すること
と、
　を備え、
　前記通信することは、フィードバック時間期間の間に、前記第２の持続時間のＴＴＩに
おけるトランスポートブロック（ＴＢ）に関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィ
ードバックメッセージを送信することを備え、ここにおいて、前記１つまたは複数のＨＡ
ＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間のＴＴＩの間に送信され、
　前記ＴＢが受信される前記第２の持続時間の前記ＴＴＩは、前記第１の持続時間を有す
る時間期間の初期部分内または後期部分内にある、方法。
【請求項２】
　前記通信することは、
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　第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受信すること
と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴＩは各々、前記第２の持続時
間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて前記フィードバック時間
期間を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲ
Ｑ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備え
る、
　をさらに備え、
　前記第１のＨＡＲＱ応答時間は、前記第１のＴＢに対応し、前記第２のＨＡＲＱ応答時
間は、前記第２のＴＢに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信することは、
　第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受信すること
と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴＩは各々、前記第２の持続時
間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて前記フィードバック時間
期間を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲ
Ｑ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える
、
　をさらに備え、
　前記第１のＨＡＲＱ応答時間は、前記第１のＴＢに対応し、前記第２のＨＡＲＱ応答時
間は、前記第２のＴＢに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分内にあり
、前記第２のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分内にある
、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＨＡＲＱフィード
バックメッセージと、前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは異なる第２のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージとを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの最初の部分は、
　２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）フォーマット、
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの前記後半部分と前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの前記最初の部分との間でのビットの分割、
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージおよび前記第２のＨＡＲＱフィードバッ
クメッセージの１つまたは複数のビットのジョイントコーディング、または、
　オーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なくと
も１つのパリティビットとの組合せ、
　あるいは、それらの任意の組合せ、
　のうちの少なくとも１つを使用して多重化される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥの前記１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信すること
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＵＥによって、ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示すインジケーションを基地
局から受信することと、
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　前記ＵＥによって、前記インジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を
送信することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、前記ＨＡＲＱタイミ
ングモード要求に少なくとも部分的に基づいて前記ＨＡＲＱタイミングモードのセットか
ら選択される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記通信することは、
　前記基地局によって、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴ
Ｉの間に送信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴＩは各
々、前記第２の持続時間を有する、
　前記基地局によって、前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて前
記フィードバック時間期間を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモ
ードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡ
ＲＱ応答時間とを備える、
　前記基地局によって、前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記
第２のＴＢに関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは
、前記第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記通信することは、
　前記基地局によって、第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴ
Ｉの間に送信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴＩは各
々、前記第２の持続時間を有する、
　前記基地局によって、前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて前
記フィードバック時間期間を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモ
ードは、第１のＨＡＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲ
Ｑ応答時間とを備える、
　前記基地局によって、前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記
第２のＴＢに関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信
することと、ここにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは
、前記第１の持続時間のＴＴＩの間に受信される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記基地局によって、前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてア
ップリンク（ＵＬ）制御構成を識別することと、
　前記基地局によって、前記ＵＬ制御構成を示すインジケーションを前記ＵＥに送信する
ことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥによって、前記第１の持続時間のＴＴＩを使用するＵＬ送信のための第１の物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースオフセットと、前記第２の持続時間
のＴＴＩを使用するＵＬ送信のための第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットとを識別する
こと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、前記第１のＰＵＣＣＨリソースオフセッ
トとデルタ値とに少なくとも部分的に基づいて識別される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースオフセットまたは前記第２のＰＵＣＣＨリソースオフセ
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ットは、ＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づいて識別される、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１５】
　ＵＬ送信のための前記１つまたは複数のリソースセットは、ＰＵＣＣＨフォーマットの
セットの各ＰＵＣＣＨフォーマットに関連付けられ、前記１つまたは複数のリソースセッ
トは各々、異なる基地局またはレイヤ３構成に関連付けられる、請求項１４に記載の方法
。
【請求項１６】
　前記ＵＥによって、前記第１の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第１のスケジューリ
ングされたダウンリンク（ＤＬ）送信インジケータと、前記第２の持続時間のＴＴＩに関
連付けられた第２のスケジューリングされたＤＬ送信インジケータとを識別すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１の持続時間は、１サブフレームの持続時間であり、前記第２の持続時間は、サ
ブフレームの１スロットの持続時間である、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　ダウンリンク割当てインデックス（ＤＡＩ）を用いて前記第２の持続時間の送信のセッ
トが示される、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して前記通信することは、共有チャネルまたは制
御チャネル上で実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）のためにＨＡＲＱタイミングモー
ドを決定するための手段と、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信するための手段と、
　を備え、
　前記通信するための手段は、フィードバック時間期間の間に、前記第２の持続時間のＴ
ＴＩにおけるトランスポートブロック（ＴＢ）に関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲ
Ｑフィードバックメッセージを送信するための手段を備え、ここにおいて、前記１つまた
は複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間のＴＴＩの間に送信
され、
　前記ＴＢが受信される前記第２の持続時間の前記ＴＴＩは、前記第１の持続時間を有す
る時間期間の初期部分内または後期部分内にある、装置。
【請求項２１】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、
　　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）のためにＨＡＲＱタイミングモ
ードを決定することと、
　　フィードバック時間期間の間に、前記第２の持続時間のＴＴＩにおけるトランスポー
トブロック（ＴＢ）に関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセー
ジを送信することによって、前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと、
ここにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の
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持続時間のＴＴＩの間に送信される、
　を前記装置に行わせ、
　前記ＴＢが受信される前記第２の持続時間の前記ＴＴＩは、前記第１の持続時間を有す
る時間期間の初期部分内または後期部分内にある、装置。
【請求項２２】
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することを行わせる前記命令は、
　第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受信すること
と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴＩは各々、前記第２の持続時
間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて前記フィードバック時間
期間を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲ
Ｑ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備え
る、
　を行うようにさらに実行可能であり、
　前記第１のＨＡＲＱ応答時間は、前記第１のＴＢに対応し、前記第２のＨＡＲＱ応答時
間は、前記第２のＴＢに対応する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することを行わせる前記命令は、
　第１のＴＢを第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２のＴＴＩの間に受信すること
と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴＩは各々、前記第２の持続時
間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいて前記フィードバック時間
期間を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲ
Ｑ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える
、
　を行うようにさらに実行可能であり、
　前記第１のＨＡＲＱ応答時間は、前記第１のＴＢに対応し、前記第２のＨＡＲＱ応答時
間は、前記第２のＴＢに対応する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分内にあり
、前記第２のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分内にある
、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＨＡＲＱフィード
バックメッセージと、前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは異なる第２のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージとを備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの最初の部分は、
　　２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ）フォーマット、
　　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの前記後半部分と前記第２のＨＡＲＱ
フィードバックメッセージの前記最初の部分との間でのビットの分割、
　　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージおよび前記第２のＨＡＲＱフィードバ
ックメッセージの１つまたは複数のビットのジョイントコーディング、または、
　　オーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なく
とも１つのパリティビットとの組合せ、
　　あるいは、それらの任意の組合せ、
　のうちの少なくとも１つを使用して多重化される、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
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　前記命令は、
　前記ＵＥの前記１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信すること
、
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２１に記載の装置
。
【請求項２８】
　前記命令は、
　ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示すインジケーションを基地局から受信すること
と、
　前記インジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信することと、こ
こにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、前記ＨＡＲＱタイミングモード要求に少
なくとも部分的に基づいて前記ＨＡＲＱタイミングモードのセットから選択される、
　を行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２１に記載の装置
。
【請求項２９】
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一
時的なコンピュータ読取可能な媒体であって、前記コードは、
　　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）のためにＨＡＲＱタイミングモ
ードを決定することと、
　　フィードバック時間期間の間に、前記第２の持続時間のＴＴＩにおけるトランスポー
トブロック（ＴＢ）に関連付けられた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセー
ジを送信することによって、前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと、
ここにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の
持続時間のＴＴＩの間に送信される、
　を行うように実行可能な命令を備え、
　前記ＴＢが受信される前記第２の持続時間の前記ＴＴＩは、前記第１の持続時間を有す
る時間期間の初期部分内または後期部分内にある、非一時的なコンピュータ読取可能な媒
体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　[0159]添付の図では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し得る
。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に続く、ダッシュと、
同様のコンポーネントを区別する第２のラベルとによって区別され得る。明細書において
第１の参照ラベルだけが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルに関係なく、同
じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの任意のものに適用可能である
。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少なく
とも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと



(45) JP 2020-92432 A 2020.6.11

　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分内にあり
、前記第２のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分内にある
、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＨＡＲＱフィード
バックメッセージと、前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは異なる第２のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージとを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの最初の部分は、
　２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣ
Ｈ）フォーマット、
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの前記後半部分と前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの前記最初の部分との間でのビットの分割、
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージおよび前記第２のＨＡＲＱフィードバッ
クメッセージの１つまたは複数のビットのジョイントコーディング、または、
　オーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なくと
も１つのパリティビットとの組合せ、
　あるいは、それらの任意の組合せ、
　のうちの少なくとも１つを使用して多重化される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＵＥの前記１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信すること
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　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示すインジケーションを基地局から受信すること
と、
　前記インジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信することと、こ
こにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、前記ＨＡＲＱタイミングモード要求に少
なくとも部分的に基づいて前記ＨＡＲＱタイミングモードのセットから選択される、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に送信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記通信することは、
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に送信することと、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２のＴＴ
Ｉは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別することと、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡＲＱ応
答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信することと、ここにお
いて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持続時間
のＴＴＩの間に受信される、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてアップリンク（ＵＬ）制
御構成を識別することと、
　前記ＵＬ制御構成を示すインジケーションを前記ＵＥに送信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の持続時間のＴＴＩを使用するＵＬ送信のための第１の物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）リソースオフセットと、前記第２の持続時間のＴＴＩを使用する
ＵＬ送信のための第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットとを識別すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第２のＰＵＣＣＨリソースオフセットは、前記第１のＰＵＣＣＨリソースオフセッ
トとデルタ値とに少なくとも部分的に基づいて識別される、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースオフセットまたは前記第２のＰＵＣＣＨリソースオフセ
ットは、ＰＵＣＣＨフォーマットに少なくとも部分的に基づいて識別される、Ｃ１２に記
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載の方法。
［Ｃ１５］
　ＵＬ送信のための前記１つまたは複数のリソースセットは、ＰＵＣＣＨフォーマットの
セットの各ＰＵＣＣＨフォーマットに関連付けられ、前記１つまたは複数のリソースセッ
トは各々、異なる基地局またはレイヤ３構成に関連付けられる、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第１の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第１のスケジューリングされたダウンリ
ンク（ＤＬ）送信インジケータと、前記第２の持続時間のＴＴＩに関連付けられた第２の
スケジューリングされたＤＬ送信インジケータとを識別すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１の持続時間は、１サブフレームの持続時間であり、前記第２の持続時間は、サ
ブフレームの１スロットの持続時間である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ダウンリンク割当てインデックス（ＤＡＩ）を用いて前記第２の持続時間の送信のセッ
トを示すこと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して前記通信することは、共有チャネルまたは制
御チャネル上で実行される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、
　　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少な
くとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、
　　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと
　を前記装置に行わせる、装置。
［Ｃ２１］
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（Ｈ
ＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少なく
とも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定するための手段と、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ２２］
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２
のＴＴＩは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡ
ＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備
える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信するための手段と、こ



(48) JP 2020-92432 A 2020.6.11

こにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持
続時間のＴＴＩの間に受信可能である、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に受信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２
のＴＴＩは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡ
ＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間に等しい第２のＨＡＲＱ応答時間とを備え
る、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを送信するための手段と、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持
続時間のＴＴＩの間に受信可能である、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第１の時間期間の後期部分内にあり
、前記第２のＴＴＩは、前記第１の持続時間を有する第２の時間期間の初期部分内にある
、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、第１のＨＡＲＱフィード
バックメッセージと、前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージとは異なる第２のＨ
ＡＲＱフィードバックメッセージとを備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの後半部分および前記第２のＨＡＲＱフ
ィードバックメッセージの最初の部分は、
　　２つより多くのビットを搬送する能力がある物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ）フォーマット、
　　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージの前記後半部分と前記第２のＨＡＲＱ
フィードバックメッセージの前記最初の部分との間でのビットの分割、
　　前記第１のＨＡＲＱフィードバックメッセージおよび前記第２のＨＡＲＱフィードバ
ックメッセージの１つまたは複数のビットのジョイントコーディング、または、
　　オーソゴナルカバーコード（ＯＣＣ）に少なくとも部分的に基づいたビットと少なく
とも１つのパリティビットとの組合せ、
　　あるいは、それらの任意の組合せ、
　のうちの少なくとも１つを使用して多重化される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ＵＥの前記１つまたは複数の能力を示すインジケーションを基地局に送信するため
の手段
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２８］
　ＨＡＲＱタイミングモードのセットを示すインジケーションを基地局から受信するため
の手段と、
　前記インジケーションに応答してＨＡＲＱタイミングモード要求を送信するための手段
と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、前記ＨＡＲＱタイミングモード要
求に少なくとも部分的に基づいて前記ＨＡＲＱタイミングモードのセットから選択される
、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２９］
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　第１のトランスポートブロック（ＴＢ）を第１のＴＴＩの間におよび第２のＴＢを第２
のＴＴＩの間に送信するための手段と、ここにおいて、前記第１のＴＴＩおよび前記第２
のＴＴＩは各々、前記第２の持続時間を有する、
　前記ＨＡＲＱタイミングモードに少なくとも部分的に基づいてフィードバック時間期間
を識別するための手段と、ここにおいて、前記ＨＡＲＱタイミングモードは、第１のＨＡ
ＲＱ応答時間と、前記第１のＨＡＲＱ応答時間より少ない第２のＨＡＲＱ応答時間とを備
える、
　前記フィードバック時間期間の間に、前記第１のＴＢまたは前記第２のＴＢに関連付け
られた１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージを受信するための手段と、こ
こにおいて、前記１つまたは複数のＨＡＲＱフィードバックメッセージは、前記第１の持
続時間のＴＴＩの間に受信可能である、
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３０］
　第１の持続時間および前記第１の持続時間より少ない第２の持続時間の送信時間間隔（
ＴＴＩ）をサポートするシステムにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一
時的なコンピュータ読取可能な媒体であって、前記コードは、
　　前記第２の持続時間のＴＴＩを使用した通信に応答してハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）フィードバックを提供するユーザ機器（ＵＥ）の１つまたは複数の能力に少な
くとも部分的に基づいてＨＡＲＱタイミングモードを決定することと、
　　前記ＨＡＲＱタイミングモードを使用して通信することと
　を行うように実行可能な命令を備える、非一時的なコンピュータ読取可能な媒体。
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